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第一章「支配人と従業員」












　近年、結婚式の予算は年を追うごとに縮小し、招待客が二十人から三十人の少人数婚が増えている。

　目標の売上金額を達成するには数が必要になるのだが、ＨＯＴＥＬホテル　ＦＥＲＩＯフェリオのブライダル部ではこの一年、翼つばさが断トツの成績を誇っていた。

　今日も一件三ヶ月前から接客していたカップルから契約が取れた。

　昨年のブライダルフェアに参加したカップルで、決まるまでにこのＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯを四回訪れている。外資系のホテルと迷っていたものの、翼がずっと親身になってくれたことで、信頼できるからとこちらに決めてくれた。

　こんな時翼はブライダルプランナーに転職してよかったと思う。

　ブライダルルームを出てオフィスに向かい自分のデスクに着く。てきぱきとパソコンで仮予約を本予約に変更した。

　ちょうどそこに昼食を終えた上司の主任、木佐貫きさぬきがやって来た。

「おっ、あのカップル決まったのか。今月も調子いいね。予算は……」

「五百万円です」

　パソコンを覗き込み、ぴゅうっと口笛を吹く。

「さすが岡本おかもとちゃんだ。五百万台は久しぶりだね。まだ上がりそうなんだろう？」

「ええ、多分引き出物のランクがアップします」

「あのまだ二十代のカップルだろう？　最初二百万前後とか言ってなかった？　二倍以上になっているじゃない」

「それは新郎様のご希望で、自分たちで出せるだけの金額ですね。実は新婦様のご実家が資産家なんですよ。結局、彼女の希望を通す形になって、招待客の人数も九十人になりました」

　木佐貫は肩を竦めて「おお、怖」と笑った。

「もう結婚前から力関係決まっている感じだねえ」

「そういうことも決定する場だから、ますます手が抜けないんでしょうね。昼休憩行ってもいいですか？」

「ああ、いいよ」

「じゃあ、行ってきます」

　先ほどのカップルの来店時間に合わせ、午後〇時半から午後二時まで接客をしていたので、とっくに昼食の時間帯は過ぎている。

　だが、このホテルのブライダルプランナーにとっては昼食時に昼食を取れないなど日常茶飯事。

　特に気にすることもなくショルダーバッグを肩に掛けて外に出た。

　コンビニもファミレスも気が進まず、なんとなく目に入った新しいカフェを選ぶ。

　看板のロゴからしてチェーン店なのだろうが、ビルの雰囲気に合わせてこぢんまりとしており、居心地がよさそうでメニューも好みだ。

　口に入れられればなんでもよかったので、適当にコーヒーと出来合いのサンドイッチを選んで一人席に着いた。

　店内には自分と同じシフト制の業務、あるいは営業マンと思しきサラリーマンが休憩を取っている。

　一人客もいれば数人連れ立っているのもいたが、その中に一組三十代前半と二十代半ばと思しきスーツ姿の男女がいた。

　テーブルを挟んで向かい合い、昨年のデータだの、今年の売り上げ予測だの、色気のない仕事の話をしている。

　だが、そんな話の内容でも二人が時折交わす視線の間には、もうすぐ始まりそうな、あるいはすでに始まっている恋特有の、ふわふわ上ずった雰囲気が感じ取れた。

　空気にもピンク色があるんだなと感心する。

　羨ましいと思うよりも先に、あの年齢なら結婚前提になるのか。付き合って何年後に結婚するのか。挙式は、披露宴は開催するのか。それともフォトブライダルか食事会かなどと、すぐに仕事に結び付けて考えてしまう。

（ああ、いけない。また悪いクセ）

　溜め息を吐いてスモークサーモンとアボガドのサンドイッチを囓かじる。

　翼は先月二十七歳になった。

　日本人女性の初婚年齢の中央値は男性が二十八歳、女性が二十七歳。

　まさにその年だ。

　だが、もう二十七歳だと焦るよりも、恋愛や結婚に憧れるよりも、とにかく日々の仕事をこなし、成績を上げる方が重要になっている。

　完全に社畜だなとぼんやり思う。同時に、カラカラに乾いた干物女だとも。

　最初で最後の彼氏と別れたのは三年前。以来、恋愛はご無沙汰で。ベッドでの独り寝がすっかり身についてしまった。

「……」

　元彼の――昇太との破局を思い出し、まだ癒えない傷がズキリと胸が痛む。

　気を取り直そうとコーヒーを一口飲んだところで、「おっ、岡本さんじゃないか」と声を掛けられた。

　振り返り、聞き覚えのある声の主を確認する。ダークグレーのスーツ姿の男性がコーヒーを片手に立っていた。

　長身痩躯で顔立ちが整っているだけではなく、人物そのものに高級感と存在感がある。丁寧に整えられた黒髪と切れ長の濃い色の目が印象的だった。

「あっ、支配人」

　ＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯのオーナー兼支配人の永沢ながさわ連れんだった。

「せっかくだから一緒にどうだ」

「はい、今移動しますので」

　窓際の二人席に移動し、接客時と同じ要領で椅子を引いておく。

「こんなところでまで気を遣わなくていいって」

　そういうわけにもいかなかった。一般的な会社であれば社長に当たるのだから。

　とはいえ、社長にしては随分と気さくで親しみやすい。

「岡本さんは何買ったんだ？」

「スモークサーモンとアボガドのサンドイッチです」

「俺もそっちにすればよかったな。でも、生ハムとチーズも食いたかったんだよな」

「支配人が外で食べるなんて珍しいですね。いつも社食なのに、何かあったんですか？」

「ああ、ちょっとガスの配管の点検で、今日、明日は休みなんだよ」

　年がまだ三十二歳ということもあるだろう。味覚も翼と近く話しやすい。

「予算は達成できそうか？」

「はい、なんとか。今日も一件決まりました」

「何月？」

「十月半ばですね」

「宿泊客は出そう？」

「遠方の招待客が多くて、年配の方も多いので、結構出そうです」

「じゃあ、今のうちにツインルーム中心に押さえておかないとな」

　呟きながらサンドイッチに齧り付く。

　連はこう見えて大手ホテルチェーンの代表取締役会長の三男なのだそうだ。

　長男は後継者ということで父親の秘書となり、次男も似たような道を辿っている。

　だが、連だけは鶏口牛後精神で、父兄の後に続くよりも自分で経営したいと、生前贈与でこのデザイナーズホテルを譲り受け、オーナー兼支配人となった。

　永沢連という人物を象徴するようなエピソードだった。末っ子らしく遠慮がない、自由きままな精神とでも言うべきか。

　なお、まだ遊びたいのか独り身だとも聞いていた。

「なあ、岡本さん」

　連がふと視線を先ほどのスーツ姿の男女に向ける。

「あの二人、絶対にデキているよな」

「……ですよね」

「どちらかと言えばラグジュアリーより個性を重視するタイプだよな。女性の方は特にそう。なら、将来式挙げるならうちでやってくれないかな」

　確かに、ＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯはチェーンではない分、何かと融通が利き、演出でオリジナリティを出しやすい。

「支配人、気が早いですよ」

　苦笑しつつも同じことを考えていたのかと嬉しくなる。

　昇太との破局を思い出し、鬱々としていた気持ちがちょっとだけ明るくなった。

「支配人は結婚はまだなんですか？　挙げるとしたらやっぱりうちでですよね？　ぜひ私に担当させてくださいね～」

　何気なく聞いて、しまった、セクハラだったかとはっとする。

　だが、連は気にした風もなかった。

「それが、最後に付き合った彼女と別れてからもう三年で、以来恋愛はご無沙汰なんだよな」

「えっ、嘘でしょう」

「ほんとほんと」

　連は容姿も経歴も見栄えがするし、恵まれた育ちゆえか気負いがなくスマートで、女性から好まれるタイプだ。望めばいくらでも手に入るだろうにと不思議だった。

「どんな方がタイプなんですか？」

　よほど理想が高いのだろうか。それともマニアックな趣味でも持っているのか。

「う～ん、どんなタイプって言われてもなあ。好きになったらその子がタイプというか。……岡本さんはどうなんだ？」

「えっ、私ですか？」

　今まで付き合った人は昇太一人だ。タイプだったのかと問われれば、連と同じ答えを返すしかなかった。

「私もそうです。タイプだから好きになるとか、ちょっと違うと思いますし」

「おっ、同類か。なんだ、気が合うな」

　嬉しそうに細められた目にドキリとする。こんな風に笑うのを初めて見たからだ。

「どうだ。同類同士、俺と付き合ってみないか？」

「ええ～、やめてくださいよ。冗談きついですよ」

「冗談じゃないんだけどな」

　今まで考えたこともなかったが、連と付き合えば楽しいかもしれない。

　しかし、気さくにからかい合える関係とはいえ、立場は連が雇用者なのに対し、翼は従業員。

　更に連とは生まれ育った環境があまりに違い過ぎた。片や大手ホテルチェーンの創業社一族、片や自営業の一般家庭だ。

　だから、その時は結局「かもしれない」で終わってしまった。

　連と一緒にランチを取ったこともすぐに忘れ、いつも通りの社畜生活を送っていたのだが――。







＊＊＊








　その夜、翼はベッドに横たわり、眠りに落ちるまでの間に、連と初めて会った日のことを思い出していた。






　――三年前の五月のことだった。

　元彼の昇太にこっぴどく振られ、会社も中途半端な時期に退職する羽目になって、人生最深のどん底にいた。

　しかし、どん底だろうがなんだろうが、家賃と光熱費は引き落とされるし、人は食べていかねば生きていけない。

　そこで数日間落ち込むだけ落ち込んだのち、なんとか気持ちを切り替え、転職活動を始めたもののとんとうまくいかない。またがっくりしてアパート近くにある公園のベンチに座り込んだ。

「はあ～……どうしよう」

　スマホのアプリを起動するが、メールボックスにはお祈りメールばかり。どれも末尾には「今後のご健闘をお祈り申し上げます」とあった。

　当時翼の二年間のキャリアは微妙だった。

　大学卒業後に中規模の流通会社に事務職で採用され、パソコンの事務処理で使用する基本的なソフトが使える以外は、これと言った特技や資格などはない。

　ところが翼が転職先にと希望する事務職では、それら以外のより専門的なスキルが採用の条件となっている。あるいは正社員ではなく契約や派遣でというケースが多かった。

　事務職にこだわらずに門戸を広げなければ、無職であっという間に時が過ぎてしまう。

　溜め息を吐いた拍子にベンチが揺れたのだろうか。片端からぱさりと何かが落ちる音がした。

「……？」

　足もとに目を向けると、一冊の冊子が落ちていた。紙質や軽さからフリーの求人誌に見える。誰かがベンチで読み置いて行ったのだろう。

「ちゃんと捨てるか、持って帰りなさいよ」と思いつつ、何気なくその冊子に手を伸ばした。どうやら求人誌ではなく、地元のフリーペーパーらしい。

　何気なくパラパラとページをめくる。「売ります・買います」、「フリーマーケット情報」、「カフェ○○○オープン記念」などの、日常の広告がほとんどだ。

　「私には関係ないか」――そう思い閉じようとした次のページで手が止まった。三、四ページに過ぎないが、求人のページがあったからだ。

　その中の四分の一サイズの小さな広告と、そのキャッチフレーズに目を引かれる。

『いっしょに夢と幸福をプロデュースしませんか？』

「夢と幸福……？」

　情報欄を指でたどる。そして聞き慣れない職種に首を傾げた。

「ウェディング・プランナー……？」

　連絡先は、「ＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯ　ブライダル採用担当：木佐貫」とあった。

　ウェディング・プランナー。

　――うっすらと聞いたことがあるが、翼にとっては未知の職種だった。横文字だからかなんとなく華やかな響きはある。

　これまでに出席した友人や同僚の結婚式で、「サプライズをプランナーさんに相談した」、「担当のプランナーさんがよかった」――などとちらほら聞いたこともあった。

　だが、何をするのかまではピンと来ない。そもそもプランナーとは何なのか。……とにかく結婚に関わることには違いないのだろう。

　結婚と聞くと翼は胸がチクリと痛むのを感じた。翼も二十代半ばに近いごく普通の女性だった。

　別れた昇太との結婚も一度は夢見たことがあった。翼は無意識のうちにページを固く握る。紙が引き攣つりくしゃりと小さな音を立てた。

「……っ」

　これからこうして夫婦や、恋人や、結婚と聞くたびに妬んで、傷付いて、私を振ったあいつなんて、あいつの新しい彼女なんて、不幸になってしまえと呪うのだろうか？

　こんな自分は大嫌いだと翼は思う。きっと顔が醜く歪んでいるだろうから。

　不幸になる日を待ち焦がれるのだろうか？　それとも自分よりも不幸な誰かを探して、私だけじゃないと安心しようとするのだろうか？

　そんなのは嫌だと口だけで呟く。真っ暗闇の中ででもいい。顔を上げてしっかりと前を見て、一歩を踏み出したかった。

　再びスマホを取り出し、情報欄にあった連絡先を入力する。トゥルルとたった一度の呼び出し音ののちに電話が取られ、「お電話ありがとうございます。ホテルフェリオ、ブライダルサロン、中村なかむらでございます」と、落ち着きのある女性の声が聞こえた。

　接客に慣れた隙のない口調に一瞬緊張してしまった。

「お忙しいところ失礼いたします。私、先日、Ｙタイムの御社の求人を拝見したのですが……」

　女性が「ああ」と声を上げた。

「木佐貫は席を外しておりますので、代理でお伺い致します。お名前をいただいてもよろしいでしょうか」

　女性は翼に名前、現在の就業状況をざっと尋ねた。

「それでは岡本さん、ご都合のいい日はいつですか？　ぜひ面接に来ていただければと思うのですが」

「いつでも構いません」

「でしたら明日はいかがですか？　木佐貫も支配人の永沢も一日こちらにおりますので、一次面接、二次面接を一度にこなしていただけます。履歴書は持参していただければよろしいので」

　さすがに「明日!?」と面食らった。予定があるわけでもないが、話の早さに驚いたのだ。

　戸惑いながらも「お願いします」と答える。すると女性はいくつかの時間を上げ、翼の都合のいい時間を選んでくれと言った。

「では午後三時にお願いしてもいいでしょうか」

　午前も丸々空いてはいるのだが、下調べと心の準備に充てたいと考えたのだ。女性は「かしこまりました」と笑い、ＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯへの簡単な道順を翼に教えた。

「明日到着しましたらフロントへお名前をお伝えください。すぐにお迎えにまいります」






　ＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯは港町でもある横浜市の郊外にあった。中央駅から電車を乗り継ぎ五分、その駅から徒歩で更に五分、なかなかに便利な立地のホテルだ。翼はスマホを片手にその建物の前に立った。

「わあ……」

　つい抑え切れずに声が出てしまった。

　昨夜ネットで確かめてはいたのだが、実物は写真以上に素敵だった。

　イタリアの古都を思わせるアイボリーの石造りのホテルだ。こぢんまりとしており、気品があるのにも関わらず、ほっとさせる雰囲気もある。

　一目でＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯが気に入った。恋に落ちたと言ってもいいかもしれない。途中の道路には並木が多く植えられ緑もいっぱいだ。

　毎日こんな職場に通えればどれだけ素敵だろう――一気に心が明るくなるのを感じた。

　緊張が多少和らぎ広いアーチ形の正面玄関をくぐる。脇に控えた制服姿のホテルマンが、「いらっしゃいませ」と笑顔を浮かべ頭を下げた。

　同年代の、爽やかな好青年に丁寧な挨拶をされ、照れくささとともにほんの少し気分がよくなる。我ながら単純だなあと内心で苦笑した。けれども決して嫌な気分ではない。

　ロビーは、外観に負けず劣らず小洒落ていた。

　白とダークブラウンの木目を組み合わせた内装だ。床はマーブルで高級感がある。

　フロントの女性に「すいません」と声をかける。

「いらっしゃいませ。ご宿泊でしょうか？」

「あの、私、岡本翼と申します。本日ブライダルへ面接に伺ったのですが」

「ああ！　かしこまりました」

　女性は内線なのだろうか、電話を手に取り一言、二言を話すと翼をロビーのソファへ案内する。

「担当がすぐに参りますので、こちらで少々お待ちください」

「は、はい」

　言われるままにおずおずとソファに腰を下ろす。柔らかすぎず心地のいい感触に、安いものではないのだと感じた。

　間もなくカウンターの奥のドアが開き、中年の男性と一人の上品な女性が翼の前に現れる。

「大変お待たせいたしました。岡本翼さんでしょうか？」

　翼は我に返り弾かれたように立ち上がった。

「はい、そうです！」

　中年男性が木佐貫、女性は次席といったところか。明るい茶の髪をきりりと夜会巻きにまとめ、メリハリのある身体を黒一色のパンツスーツに包んでいた。

　おそらくこれがブライダルサロンのスタッフの制服なのだろう。

　木佐貫が懐から名刺入れを取り出す。

「初めてお目にかかります。ブライダル部主任、木佐貫と申します」

「初めまして。岡本翼と申します」

「私は篠田と申します」

　洗練された立ち姿と一通りの挨拶に、慌てふためきながらも頭を下げた。

　篠田と名乗る女性は微笑みを浮かべ脇に挟んだファイルを持ち直した。

「こんなところで申し訳ないのですが、履歴書を先にいただけますか？　面接には支配人も同席いたしますので、コピーを取らせてください」

「はっ、はいっ！」

　翼は一も二もなく鞄から出した履歴書を手渡す。木佐貫は書類を受け取り「では、どうぞ」と翼をカウンター横にある扉へと導く。きっと従業員の出入り口なのだろう。

　――いよいよ面接だ。

　再び緊張が心身を縛り付ける。翼はひそかに気合を入れ、二人の後へと続いた。

　翼が案内された応接間には、ダークブラウンのソファがふたつ、ローテーブルがひとつあった。さすがに客用のロビーほどではないが、シンプルで洗練された清潔感のある作りだ。誰もいない空の室内に木佐貫が首を傾げる。

「支配人がいないな。どこをほっつき歩いているのやら」

　どうやら三時にはここで支配人と待ち合わせる約束だったらしい。木佐貫と篠田は「お座りになってお待ちください」と言い残し、上司を探しに外に出て行ってしまった。

　緊張から解放され翼はほうと溜息を吐く。何を尋ねられても答えられるよう、職務経歴、仕事内容、失業の理由、志望動機などの内容をもう一度心の中で復唱をした。

　ちなみに志望動機は「失恋と失業のショックでおかしくなっていました」――などとはさすがに馬鹿正直には書けず、ネットを参考にどうにか苦心して練り上げた。

　けれどもどうも上滑りな印象がぬぐえない。「かねてからブライダル業界に興味があった」――つい昨日知ったばかりではないかと突っ込みを入れてしまう。

「ブライダルプランナーか……」

　昨夜ネットでプランナーのブログや体験談を読み、仕事のおおまかな内容は知った。

　つまりは挙式、披露宴を望むカップルから予算や希望を聞き出し、料金プランや演出や料理やドレスを提案し、招待者の名簿作成から結婚式当日に至るまでのスケジュールを組み立てるのだ。

　ウェディングの総合プロデュース業と言ったところだろう。積極的な提案力と営業力、更には調整力も必要だ。華やかな分やるべきことも多い仕事に見えた。

　翼はブライダルも、営業も、まったくの未経験だ。求人誌には「男女、年齢、経験不問」とあったが、次第に勤まる気がしなくなってきていた。

　場違いだったろうかと思い始めたころ、応接間の扉が二度ノックされる。

「失礼します」

「……!!」

　翼は背を伸ばしその場に立ち上がった。いよいよ支配人がやってきたのだ。

「遅れて申し訳ありません。当ホテルの支配人、永沢連と申します。オーナーも務めております」

　低い、掠れたような声だった。翼も釣られて「岡本翼と申します」と頭を下げる。ひとつに結んだロングヘアがばさりと肩にこぼれ、連のよく磨かれた黒い靴が目に入った。

　サイズからして背の高い人物なのだろう。頭を上げ今日の機会をもうけてもらった礼を述べる。

「本日はお時間をいただき、まことにありがとうございまし」

　翼の言葉はそこで止まった。つい目を二度瞬かせてしまう。「ありがとうございました」を言い終えるまでに、数秒の間を置いてしまった。

　なぜなら「永沢支配人」が三十歳前後の男性だったからだ。翼は支配人を五十代前後のナイスミドル、上品で素敵な叔父様だと思い込んでいた。

　実物の連は怜悧で硬質な印象であり、切れ長の目が鋭く見えた。黒い髪を丁寧に撫でつけており、顔立ちが整っているだけになおさら怖い。

　身長は一八〇センチはあるだろうか。ダークグレーのスーツがぴったりだ。

「どうぞ、おかけください」

　翼は驚愕にぎくしゃくとしながらも、連に合わせ再びソファに座った。

　テーブルをはさんだ真向かいに連がいる――それだけで緊張がＭＡＸになるのを感じる。同時にやはりＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯの採用の条件は容姿なのだと確信した。

　思えばあの好青年ホテルマンもイケメンだった。

　翼も中程度の容姿ではあるつもりだが、連の迫力には敵う気がしない。

　次第に田舎から出てきて六年以上が過ぎながら、未だに垢抜けない自分が恥ずかしくなってきた。ああ、駄目だ、これは落ちたと頭の中でアハハと笑う。

　さまざまなショックに固まる翼をよそに、続いて戻ってきた木佐貫も連の両隣に腰を掛け、書類を二枚永沢に手渡した。

「支配人、こちらが岡本さんの履歴書のコピーです」

　履歴書に落ちた切れ長の目がかすかに見開かれる。形のよい唇が声もなく翼の名をかたどった。

「岡本……翼さんですか」

　やがて木佐貫が履歴書を手に翼に質問を始める。

「では、岡本さん、面接を始めましょうか」

　翼は「はい」と答え膝の上に手をそろえた。

「では、まずこれまでの職務経歴をご説明下さい」

「はい、私は大学を卒業後に、Ａ社の法人営業部に配属になりまして、そこで伝票処理や旅費精算などの担当を――」

　質問の内容はこれまでの一企業の面接と変わりがなかった。

　職務経歴、仕事内容、失業の理由、志望動機――どれもそこまで追及されることもなく、木佐貫は翼の受け答えにそれなりに満足したように見えた。

　木佐貫は連に目を向け「支配人、岡本さんに聞きたいことはありませんか？」と話を振る。

　連は履歴書をテーブルに置き、膝の上に手を組んで翼を見つめた。

「なら、ひとつ」

　黒い瞳に捕らえられ、翼は一瞬息を呑んだ。

「ＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯをどう思った？」

「えっ……？」

「どう」とは「どう」なのかがわからない。戸惑う翼に連が説明を付け加える。

「初めてこのホテルに来たとき何を感じた？　どんなことでも構わない。率直に答えてほしい」

　翼は連の意図が把握できずに混乱し、気が付くとありのままに答えていた。

「見た瞬間、好きになっていました」

　木佐貫が「あら」と驚いたような顔になる。一度口に出してしまえば引き返せない。翼は頭が真っ白になりながらも語り続けた。

「少し前に嫌なことがあったんですけど、それもすっかり忘れてしまったんです。中に入ったら従業員の方も立ち振る舞いが素敵で、もっと好きになっていました」

　これでは面接というよりは一世一代の告白である。それでも今更引き返すことも叶わなかった。翼は最後まで一気に言い切り、顔を真っ赤にして伏せるしかなかった。

「つまりその、その……一目惚れでした」

　一分、二分、三分が過ぎても、連からも木佐貫からも返事がない。翼は沈黙に耐えかねて、おそるおそる顔を上げた。

　すると、そこには笑いを堪える木佐貫と、膝に手を組んだままの連がいた。

　連の表情は一見変わっていない。だが、翼と目が合った瞬間――ほんの一瞬だが、確かにその瞳の鋭さが和らいだのだ。

「――採用だ」

「は？」

　翼は何を言われたのかがわからなかった。連がもう一度翼にその事実を告げる。

「だから採用だ。いつから来る？」

　さすがに面接の現場での採用の宣言は、木佐貫にとっても想定外だったらしい。木佐貫が「ちょっと支配人、私の意見も」と慌てている。連は目だけを動かし、「もう決めていたんだろ？」と木佐貫を眺めた。

　えっと驚く翼に木佐貫はしぶしぶといった風に頷く。

「ですが支配人、そこは様式というものが」

「様式なんてのは結婚式の中だけでいい。それに最近は結婚式も略式だらけだろう」

「あ、ああ言えばこう言う……」

　連は木佐貫を無視し姿勢を改めた。その黒い瞳で翼を真っ直ぐに見つめる。

「岡本さん、ブライダルの仕事ははっきり言ってきつい」

「は、はい」

　翼は連に気圧され頷くしかない。そんな翼に助け船を出すかのように、木佐貫が話の間に割って入った。

「支配人、世の中には建前ってものがありまして……お願いですから私の苦労も考えて……」

「誤魔化したところで実態がバレれば信頼を失くします。後になればなるほど不信が増して取り返しがつかない。雇う、雇われるはそれこそ結婚と同じです。籍を入れれば逃げられないと考えるほうが馬鹿だ。おまけに女性は割り切りが早くて、一度決めれば離婚もあっという間ですからね。木佐貫さん、また試用期間内で辞められたいですか？」

「……」

　今度は木佐貫も反論の言葉がないらしい。連は木佐貫を無視し「ブライダルプランナーの職務内容だが」と説明を続けた。

「おおまかなことは調べてきているだろうから、勤務するにあたって知りたいだろうことだけ言っておく。まず、覚悟してほしいが土日祝日に休みはない。シフト制だが休みが客の都合で変わることも珍しくはない」

　我慢できなくなったのだろうか。やはり木佐貫が再び口をはさんだ。

「支配人、支配人」

「できるだけ考慮するつもりではあるが、そんなわけで長期の休暇は諦めてくれ。それとうちはノルマもサビ残もない。残業分は当たり前だがきっちり払う」

　つまり残業はありうるということだ、と翼はぼんやりと思った。思った以上にハードな仕事のようだ。連は翼の心を読み小さく頷く。

「そう、思った以上にハードだ。それでもいいというのならぜひ来てほしい。いつか必ず〝やってよかった〟――そう思える仕事だと思う」

　急転する展開に呆然としていた翼だったが、「やってよかった」――その言葉に自分を取り戻した。

「やってよかった……？」

　初めて聞く表現だった。

「そう、やってよかったと思える。保証できる」

「……」

　翼も前職にやりがいがなかったわけではない。ものごとをできる限り迅速に、同時に、丁寧にこなしていく事務の仕事は、翼の真面目な性格に合っていた。

　だが、仕事そのものに喜びを感じていたかと問われれば答えに詰まる。毎日を無事に終えることだけを考えていた気がした。

　連は組んだ手を解くと手を膝に当てる。

「どんな仕事も誰かの役に立っている。けれども今まで別々の人生を歩んできた二人の、ひとつになった道の新しい門出に立ち合えて、ありがとうって言ってもらえる仕事はそんなにない。まあそのぶん担当した結婚式へのクレームがあったら怖い。やり直せるものでもないからな」

「だ、だからその辺は……」

　再び木佐貫が止めようとしたが、蓮は構わずに言葉を続けた。

「ああ、そうだ。もう一つここのブライダルプランナーになるメリットがある」

　口の端を上げかすかに笑う。まるで無邪気な少年のような、悪戯っぽさを含んだその笑顔に、翼は心臓がドキンと鳴るのを感じた。

「うちの社員食堂は美味い」

「……は？」

　面食らう翼に連は不意に天井を見上げた。どうやら応接間の上に調理場があるらしい。

「昔シェフをやっていた従業員が、引退後に安く、早く、美味くに挑戦しているんだ。三〇〇円以下で星付きレストランレベルの和洋折衷のランチが楽しめる」

「……」

「俺からは以上だ」

　連は言うが早いか立ち上がり、「後は任せた」と手を振り応接間を出て行った。

　その後翼は木佐貫にチャペルへと案内された。

　木佐貫が電気をつけチャペルの扉を開けると、そこには柔らかな白い光に包まれた一本の道があった。

　翼は思わず「わあ……」と声を上げる。つい一歩踏み出しはっと我に返った。木佐貫が笑いながら「どうぞ」と導く。

「これ、バージンロードですか？」

「はい、ＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯの自慢です。僕は見ての通り冴えないおじさんだけどね、そのおじさんでもここには見惚れちゃうんだよなあ」

　道はチャペルの中央を真っ直ぐに伸び、奥の祭壇へと続いている。パンプスの足音がよく響くなと思っていたら、本物のイタリア産の大理石を使用しているのだそうだ。

　チャペルは天井と床が白一色だからか広々として見える。アーチ形の天井は非常に高くつい見上げてしまった。対するバージンロードの両脇の長椅子は温かみのある木造りだ。これらもイタリアから仕入れたものだと聞いた。端に飾られた造花の百合の白と緑が、チャペルによく調和していて美しい。祭壇の奥には縦長のステンドグラスが上下に二つ並び、外からの光をふんだんに取り入れていた。

　翼は「いいなぁ」と心の中で溜息を吐く。失恋したての自分には考えられないが、ここで永遠の愛を誓うカップルが羨ましかった。

「ここでの挙式の時間はだいたい三十分から長くて四十五分くらいですね」

　翼はえっと隣に立つ木佐貫に目を向けた。

「短い……んですね」

　だが、確かに出席した友人・知人の挙式もそれくらいだった。

「そうですね。けれども、そのたった三十分に、新郎新婦と周りの方々との今まで生きて来た時間が込められているんですよ」

　木佐貫は「支配人の受け売りなんだけどね」と笑った。

「僕たちの仕事は幸せ屋さん。お二人とご家族にとって、最高に幸福な一日にすること」

「最高に幸福な一日……」

　翼は目を瞬かせ慌てて首を振った。

「けど、私ブライダルの知識がないんです」

「その点については大丈夫ですよ。僕とブライダル部一同がしっかり教えます。今すぐ採用の返事を下さいとは言いませんが――」

　木佐貫が肩を竦める。

「岡本さんが仲間になってくれると嬉しいですね。支配人、あの通りまだ若い人だけど、人を見る目は天下一品なんですよ。信頼できて成長する人間を見抜く」

「……」

　翼は再びバージンロードに目を向けた。白い道がはるか先にまで続き、翼を導いているように見える。

　翼が内定に承諾の返事をしたのは、それから三日後のことだった。






　――もしあの時フリーペーパーを拾わなければ、勇気を出して電話を掛けなければ、今の自分がいないのかと思うと感慨深い。

　新たなキャリアを築くこともでき、連には感謝していた。

　うとうとしながら、それにしても、ブライダルプランナーとしてのキャリアはゼロ、前職とはまったく業種も異なっていたのに、採用の決め手はなんだったのかと今更ながら疑問を抱く。

　今度聞いてみようと思いつつ、眠りの闇に意識が呑み込まれていった。

















第二章「恋人契約始めました」












　週末と祝日はブライダルサロンが混み合う日だ。

　特に今日はウェディング相談会を開催することになっている。

　ウェディング相談会は挙式、披露宴の相談を始めとして、チャペルやバンケットルームの見学、更にドレス試着やフォト撮影を無料で体験できるので人気だった。

　もっとも混み合う時間帯となる午後一時から五時にかけては、すべてのスタッフのスケジュールが予約客で埋まっている。

　翼も一週間前にネットで予約を受け付けたカップルを担当することになっていた。

　オフィスで資料を再確認する。

「ええっと、午後二時からのお客様のお名前は……」

　緑川みどりかわ愛あい。二十四歳。新郎となる男性の名前はないが、二人で来るとは書かれている。

　アンケート欄をチェックすると、希望の招待客数がなんと百六十人以上。予算金額はチェックされていない。

　翼が初めて目にする人数だった。

　愛の職業は会社員とあるが、この規模の招待客の場合、新郎新婦いずれかの実家が富裕層、あるいは宗教関係者であることが多い。そして、価値があると見なせば予算を惜しまない。

　興奮にゴクリと息を呑む。

　ＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯにバンケットルームは三部屋あるが、どれもこの規模の招待客を収容できないので、うち二部屋の壁を取り払って繋げることになるだろう。

　その条件を愛が受け入れてくれるかどうか。そして、同業他社に勝てるかどうか。

「……よし、勝負」

　翼はすっくと椅子から立ち、身なりを整えてブライダルサロンへ向かった。






　ＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯのブライダルサロンは高級感よりも居心地のよさと小洒落た雰囲気を重視している。

　インテリアは花嫁の象徴色白を中心に、ダークブラウンとコバルトブルーでまとめられていた。

　まず、この雰囲気を気に入ってもらいたいところだが、愛はどんなタイプの女性だろうか。そもそもブランドや贅沢を好むタイプなら、ＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯは選ばないはずだが――。

　自動ドアが開き細身の男性と小柄な女性が店内に足を踏み入れる。

　パーマを掛けたふわふわした茶色のセミロングヘアの可愛い女性だった。

　さり気なく女性の持ち物をチェックすると、ワンピースもバッグも靴もアクセサリーも、名の知れたブランド品ではないが質がよく、少々個性がありながらもセンスがいい。

　これはＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯ向きだと俄然張り切った。

　翼はさり気なく二人に歩み寄り頭を下げた。

「いらっしゃいませ。ご予約のお客様でしょうか？」

「はい、二時から予約を入れた緑川です」

「……！」

　当たりだと頭の中で祝福のウェディングベルが鳴る。

「ようこそ、ＨＯＴＥＲＬ　ＦＥＲＩＯ　ブライダルサロンへ。本日緑川様を担当させていただく岡本翼と申します。ただ今お席にご案内いたしますね」

　続いてゆっくり顔を上げ、予想外の事態に息を呑んだ。

　――相手の男性が三年前に別れた元彼の昇太だったからだ。

　服の趣味や髪型が少々真面目よりに変わっているが、唯一付き合った男を間違えるはずがない。

　だが、昇太は驚いた様子もなく、「今日はよろしくお願いします」と頭を下げた。恋人だった頃よく見ていた人懐こい笑みを浮かべる。

「僕たち、式場の見学はこのホテルが初めてなんです。色々教えてもらえると嬉しいです」

　愛がふんわりと頬を染めた。

「ちょっと緊張しちゃうよね」

　二人の間に漂うピンク色の空気は、間違いなく結婚間近のカップルのものだった。

　翼は愕然がくぜんとして二人に交互に目を向けた。

（まさか、私のことを忘れたの……？）

　二十二歳から二十四歳まで二年間付き合っていたはずなのに。

　ショックを受けたものの、二人はあくまで客でこちらはスタッフ。ぐっと感情を押し殺してテーブル席に案内する。

　向かい合って腰を下ろしたのだが、やはり男性は昇太に間違いなかった。

　二股の相手だった新入社員とは別れたのか。自分を前職の会社から追い出してまで選んだ、それほど好きな女性ではなかったのか。

　接客中ずっと頭の中をそんな疑問が渦巻いていた――。






　結局、昇太は翼に気付かなかったらしい。

　最後まで表情ひとつ変えず、愛と手を繋いでブライダルサロンをあとにした。

「またお待ちしております」

　二人の姿が見えなくなるのを確かめたのち、どっと疲れが出たのでバックルームに向かう。

　ちょうど主任も接客を終えたようで、早速椅子に腰を下ろし、コーヒーを飲む翼に声を掛けてきた。

「さっきのカップルの手応えはどうだった？」

「はい。チャペルとバンケットルームを気に入って、月末もう一度来店されるとのことで……」

「さすが岡本ちゃん、なんとか決めてくれよ」

　まさか、元彼カップルの担当になるとはと密かに溜め息を吐く。それも、接客に手応えがあったので頭が痛かった。

（……駄目でしょう。元彼だろうとなんだろうと、お客様はお客様。この三年で培ったのはキャリアだけじゃない。ブライダルプランナーとしてのプライドもでしょう？）

　何度自分にそう言い聞かせても三年前の失恋の傷跡が疼く。

「ああ、もう」

　翼は腕時計に目を落とした。

　今日仕事が終わるのは後片付けも含めて午後八時頃か。

　こんな気分の時には飲むに限る。どうせ明日は休みだから問題ないはずだった。

　しっとり雰囲気のあるオーセンティックなバーは遠慮したい。みっともなくガンガン飲めない。かといって、チェーン店の居酒屋も惨めになりそうで嫌だった。

　大勢客がいて、女一人でも誰にも気に掛けられず、ともすれば昇太で埋まってしまいそうな脳裏を騒音で埋めてくれる場所――。

　一箇所しか思い浮かばなかった。






　――渋谷の片隅にあるこのＤＪバーの特徴は、ディスコやハウス等、とにかくホットでリズムが激しい音楽を大音量で流してくれるところだ。

　何も考えずに酒を飲むには最適だった。

　外国人客が多く英語やスペイン語が聞こえるが、何を言っているのかわからないので、これまたＢＧＭになってくれるのがよかった。

　カウンター席で一人カクテルを呷あおる。

　先ほどからモスコミュールだの、スクリュードライバーだの、ピンクレディーだの、比較的強い酒を飲んでいるのになかなか酔えなかった。

（あ～、もう嫌になっちゃう……）

　アルコールに強いおのれの体質を呪う。

（飲んでも酔えもしない女だから、可愛くないって振られたのかな。でも、可愛くないってそんなにいけないこと？　会社を追い出されるほどのこと？）

　三年前の出来事を思い出し、悔しくなって唇を噛み締める。

　うるさいほどの音楽でも過去をかき消すことはできなかった。

「マスター、ルシアンお願い」

「はーい、チェイサーいらないの？」

「うん、いいの、いいの」

　更にカクテルを呷る。

「マスター、モスコミュールもう一杯」

「ふうん、ここのモスコミュールって美味い？」

「ええ、まあまあ」

「じゃ、俺もそれ」

「……!?」

　一体、誰と会話していたのかとぎょっとし、いつの間にか隣に連が腰掛けていたので二度驚いた。

「し、支配人!?　どうしてここに!?」

「大学の頃、よく友人とつるんで来ていたんだ。マスター、久しぶり」

　マスターがグラスを用意しながら目を見開く。

「おっ、連じゃないか。久しぶり。なんだ、この子彼女？」

「うん、そう。ちょっとサービスしてくれる？」

「なんだなんだ、そうか。わかった。一杯好きなもの頼んでいいよ」

「ちょ、支配人。私は彼女なんかじゃ……」

　連はカウンターに頬杖をついて微笑んだ。

「ここはそういうことにしておけよ」

「……」

　確かに、一杯サービスしてもらえるのなら、悪くはないのかもしれない。

「じゃ、遠慮なく」

　カウンターに置かれたモスコミュールを呷る。

　連は形のいい眉を顰ひそめた。

「いい飲み方じゃないな。ここのカクテル、どれも結構いけるだろう？　せっかくなんだから味わわないと」

「今夜は酔いたい気分だから……これでいいんです」

　グラスの底に残った氷を見つめる。

　まるで自分のようだと思う。利用されて最後に捨てられる――。

　ますます落ち込んでしまい、思わず溜め息を吐いた。

「岡本さん、何か悩みでもあるのか？　俺でよければ相談に乗るけど」

「……仕事の悩みじゃないんですよ」

「それは成績を見ればわかるよ。岡本さん、断トツの成績だもんな。……ということは、プライベート？」

「……」

　無言は肯定になってしまうのだろうか――そんなことを考えながらマティーニを注文する。

　一口飲むとピリリと舌に痺れが走る。翼にとって酔いが回ってきた合図だった。

「元彼と会っちゃいまして……」

「それはご愁傷様。最近のことか？」

「いいえ、今日です」

「……」

　連は額を押さえ「まさかとは思うけど」と前置きをした。

「……今日岡本さんが接客した緑川様カップル？」

「えっ、支配人、よくご存知ですね」

　すぐに名前が出てきたので驚く。

「そりゃ、俺のホテルだからな。全部把握しているよ」

　連は「災難だったな」と苦笑した。

「担当変えたいなら俺から主任に言っておくぞ。もちろん、理由は伏せておくから」

「……」

　黙って首を横に振る。

「元彼だから、フェードアウトされた友だちだから、いけ好かないタイプだから……そんなことを言っていたらキリがありません。このままやります」

「……そうか」

　連の薄い唇の端がわずかに上がる。

「そう言えば乾杯がまだだったな」

「あっ、そうですね」

　グラスの縁と縁がかたくも涼やかな音を立てた。

「しかし、元彼か。何年くらい付き合ったんだ？」

　酔いのせいかペラペラ喋ってしまう。

「……二年ですね。初彼だったんですよ」

　翼は地方出身で大学進学を機に上京したが、実家が裕福ではなかったため、奨学金とバイト代で生活していた。勉強の手を抜くわけにもいかず、四年間彼氏を作る余裕などなかった。

　卒業後中規模の流通会社に就職し、法人営業部に配属され、営業事務を担当することに。そこで知り合ったのが同期の昇太だった。

「なんて言うのかな～。一緒にいると楽しい人だったんです。私、友だちや知り合いにはずっと真面目ちゃんってからかわれていて……。知り合ったばかりの頃の昇太はそんなこと言わなくて……」

「真面目っていいことなのにな。俺、なんでそれでからかえるのかがわからないな」

「……」

　連の一言は胸にぐっと来るものがあった。

「でも……」

「でも？」

　付き合ううちに次第に態度がぞんざいになって行き、付き合って二年目になる頃には、「もうちょっと緩くできない？」と翼を咎とがめるようになった。

『お前、真面目過ぎ。女友だちと飲みにいくくらいいいだろ』

『でも……』

『ああ、もう、面倒くさいな。なら別れるか？』

　別れを持ち出されると翼は昇太に逆らえなかった。

　初めての恋人だったこともあり、恋の仕方がそれで正しいのかわからなかったし、別れるくらいなら自分が我慢すればいいと、不安も不満も飲み込んでいたのだ。

　――いつの間にか用意されていたチェイサーに口を付ける。

「あの時ちゃんと言えばよかったです」

「うんうん、それで」

「それで……」

　入社して二年目になり、ようやく仕事の仕方も覚え、そつなくこなせるようになった頃――。

　営業事務の女性が一人退職した穴埋めで、新入社員の松本まつもとが配属され、翼が指導することになった。

　松本はきゃぴきゃぴとした可愛い女性だった。

「またこの松本さんが私とは正反対で」

　明るく、ノリがよく、人懐っこいので可愛がられる。たちまち法人営業の社員の心を掴んでしまった。

「別に、それはよかったんです。でも……」

　彼女は社会人として大いに問題があった。

　仕事を覚えようとしないのだ。何度教えてもメモを取らない。「大丈夫ですから、大丈夫ですから」と笑うだけだ。

　さすがにこれはまずいと少々きつく注意すると、課長や社員から「松本さん、怖がっているじゃないか。パワハラだろ」と逆に叱られてしまう。

　結局、二人分の仕事をする羽目になり、営業事務が二人に戻ってもまったく楽にならないどころか、更に仕事が増えてしまった。

「それもまあ、自分でなんとかできるからよかったんです……」

　松本が配属されて数ヶ月後、翼が新たに直面した問題は、この松本が目を付けた男性が取った契約の事務処理や、目立つ仕事だけはやりたがるところだった。

　しかし、ろくに仕事を覚えていないのでミスだらけ。

「それも私が後からチェックすればなんとかなったからよかったんですけど……」

「おいおい、そんな状況になっても誰も何も言わなかったのか」

　他人事なのに連は怒っているように見えた。

「あはは、ありがとうございます。もう、昔の話ですから」

「昔の話じゃないだろ」

　不意に連と目が合いドキリとする。

「まだ傷付いているから今話しているんだろ」

　その一言に泣きそうになってしまった。

「……続けて」

「……はい」

　松本が入社して半年後のことだった。

　発注ミスが発覚した。松本がロットの単位を勘違いし、大量発注してしまったのだ。しかも、ひとつならともかく複数あり、損害の規模が大き過ぎた。

　翼は松本の仕事はすべてチェックし、その都度直していたのだが、運悪くその日は社内サーバがダウンし、おまけに翌日締め日だったことが災いした。

「予想できるかと思いますが、私、そのミスを被ることになって……」

　松本は自分はやっていない。翼の担当だったと主張。

　最悪だったのが松本の主張を昇太が裏付けたことだった。確かに、翼が入力していたところを見たと。あげくに、そんな女だと思わなかったと非難されて捨てられた。

「まあ、もっと前に気付くべきだったんですよねえ……。あの二人がデキてたって」

　なのに、昇太がなぜ自分と別れようとせず、ずっと二股を掛けていたのか。

「今思うとほんと馬鹿みたいですけど、私たち、半同棲状態だったんですよね」

　だが、昇太は家賃だけではなく、食費や光熱費も少しも払おうとしなかった。また、家事の分担の口約束も反故ほごにされている。

「……私が何も言えないのをわかっていたんでしょうね。それでも、さすがに全責任を取れって迫られたのは受け入れられなくて、抵抗していたら、夜道を知らない人に襲われそうになったんです」

　恐らく、法人営業の社員か松本の取り巻きの男性だったのだろうと予測している。

「さすがにそこまでされると……怖くなって」

　結局、課長に要求されるまま自己都合で退職せざるを得なかった。

　すべて吐き出してしまうと、過去が変わるわけでもないのに、胸が今までになくすっきりした。

　代わりに、隣の連が静かに怒っていた。

「……そいつら、まとめてコンクリ詰めにして東京湾に沈めてやりたいよ」

　切れ長の目が怒りにギラギラ光っている。

「ちょ、支配人、言い過ぎですよ」

　人に聞こえてはまずいと宥めたものの、連が自分のために怒ってくれることが嬉しかった。

　涙がじわりと滲み出る。

「でも、ありがとう、ございます……」

　連一人に知ってもらえればいいという気分にさえなった。

「ここは私が奢りますね。聞いてもらったお礼です」

　ふと腕時計に目をやるともう終電の時間も間近だ。

　これ以上連を付き合わせるのも気が引けた。

　ところが――。

　カウンターから立ち上がろうとしてよろめいてしまう。

「あっ……」

　思わず瞼を閉じたのだが、直後にライムの香りのする何かに受け止められた。

「……」

　恐る恐る目を開く。

　黒に近い濃い色の瞳がすぐ側にあった。

　心臓が大きく跳ねる。

「随分酔っているな」

　連は翼を立たせると、その腰にそっと手を回した。

　翼も体を支える際、つい連の首に手を回していたので、自然と抱き合うような姿勢になった。

　いけないと思うのに視線を外せない。離れられない。

「……今夜、泊まっていかないか？」

「……」

　今度は自分の意志でこくりと頷いた。


　
　――付き合っているわけでもない男性、それも支配人とベッドインするなんて、今夜の自分はどうかしている。正気であれば有り得ない。

　だが、今は何もかも忘れて快楽に身を任せたかった。

「岡本さん……翼」

　男性に名前を呼ばれるのは何年ぶりだろうか。その優しい響きにまた涙が出そうになった。

　そっと抱き締められキスをされるとそれだけで意識が蕩ける。そろそろと自分から唇を開くと、ぬるりと熱いものが口腔に侵入し、翼の舌を搦め捕った。

「ん……ふっ……」

　頭がくらりとしてベッドに仰向けに倒れ込みそうになる。

　その背をすかさず連が手を伸ばして支えてくれた。自分のものとはまったく違う、逞しい上腕二頭筋の存在を感じて胸がキュンとする。

「ん……ん」

　背をそっと撫で上げられると、鼻に掛かった声が出て、肌が期待にゾクゾクとする。

　ようやく唇が離れる頃には目の端に涙が滲んでいた。

　連の手が覆うように私の頬に触れる。親指の先が目元をゆっくりとなぞった。

「……すごく色っぽい」

「そ、そうですか？」

　色っぽいと言われたのは初めてだった。

「ああ。……そそられる」

　連は翼を押し倒すと、すかさず伸し掛かって目を覗き込んだ。

　熱い視線に翼の心臓がドキリと鳴る。

　連は肩にかかった翼の髪を指先で掬った。端正な顔を近付け「いい香り」と笑う。

　自分の髪に薄い唇が近付くさまに、また翼の心臓の鼓動が速くなった。

「これ、取引先のシャンプーだろ」

「はい。私この香りが好きで――」

　答える前に素早く首筋に顔を埋められる。

「ひゃっ」

　首筋の敏感な箇所を吸われ思わず声を上げた。

「ん、いい声。可愛い」

「いい、声って……あっ」

　抗議の声が喘ぎ声に変わる。

　ブラウスのボタンを外され、ブラ越しに胸を覆われたからだ。

　心臓が奥にある左乳房を揉み込まれると、高鳴りを悟られる気がして、羞恥心にまた体温が上がった。

　熱いのは翼の体だけではない。連も興奮しているのか、その手は燃えるように熱かった。

　もう片方の手を背に回され、ブラのホックを外されてしまう。

　ふるりと豊かな両の乳房がまろび出ると、夜の闇の寒さに肌が粟立った。

「……あっ」

　だが、連に剥き出しの胸を弄ばれる間に、再度体の熱が高まっていく。

「あ……ン」

　クリクリと二つの胸の頂を同時に摘ままれ、捏ね回され、ぐっと膨らみの中に押し込まれると首筋がピリピリと痺れた。

「ん……あんっ……あっ……もっと……」

　はしたなくもついお強請りをしてしまう。

「たまらないな……」






　連は溜め息を吐くと、翼の手首を掴み、シーツに縫い留めた。






「……綺麗だ。すごく、エロくて燃える……」

　胸の谷間に顔を埋めて口付ける。

「あっ……」

　唇の熱に思わず身を捩る。

　更に鎖骨に、脇に、腹にと全身に熱いキスを降らされ、翼ははあっと大きく息を吐き出した。

　そうでもしないと体の中に溜まった熱を逃がせない。

　連の唇が腿に至る。次の瞬間、ピリリとした痛みに肩がビクリとした。

　恐る恐る脚に向けた目を見開く。股の付け根に赤い痕がつけられていたからだ。

　連が顔を上げ悪戯っ子のように笑う。

「唾つけといた」

「つ、唾って……」

「俺しか知らない場所が良かったんだ」

「も……うっ。キスマークって……なかなか……消えないのに……」

　要は内出血なので最低一週間はかかるのだ。

「だからいいんだろ」

　連が唇の端を上げる。

「それまでは見るたびに俺のことを思い出してくれるだろ？」

　キスマークなどなくても忘れられるはずがない。

　照れながらそう告げようとしたところで息を呑む。

　右胸の頂が熱く湿った何かに包み込まれたからだ。

「やんっ……」

　連が赤ん坊のように乳房を舐っている。ちゅっと音を立てて吸い上げられると、全身の熱が吸い上げられる気がした。

「あんっ……あっ……ひゃんっ」

　吸引されるごとに喘ぎ声が跳ねる。

　熱が胸の頂と下腹部に集中していく。下腹部の熱の一部は液体となって、脚の狭間からトロリと漏れ出た。

　思わず連の胸に手を当て押し返そうとする。だが、全身が小刻みに震えている上、力で敵うはずもない。

「お、願い。あんっ……」

　同時にもう片側の胸を揉み込まれると、混乱して今度は連の両の二の腕に縋り付いた。

「あっ……んっ……もっとぉ……」

　自分が何を言っているのかもわからない。

「結構、感じるタイプだったんだな……。いい意味で予想外……」

　連の声も熱に浮かされたようになっている。

「早く、全部見たい」

　連は翼のスカートとストッキングを引き抜いた。

　その拍子にショーツも脱げ落ちてしまい、翼の無防備な肢体がさらけ出される。

　連も手早く服を脱ぎ捨て、「焦るな……」と呟いた。

「一刻も早く抱きたい」

　なお、翼は生身の男の身体を見るのは数年ぶりだった。

　連の肉体は昇太とはまったく違う。胸はより厚く逞しく、腕と足はずっと長い。

　まったく違う男なのだと感じる。

　気が付けば、連の肉体に見惚れていた。

　その間に不意に右足を取られ、何事かと間を見張っていると、お伽噺の王子様のようにちゅっとキスをしたので驚いた。

「足だけネイルしていたんだな」

「ふ、くむ規定で手はできないから……」

　せめて足だけは華やかにしようと、自己満足でラメ入りのピンクに塗ってもらった。

「よく似合う」

　連が親指を口に含む。

「あっ……」

　切れ長の目を伏せ、足を味わう連の表情にドキリとする。

　これが男の色気かと目を奪われているうちに、連は先ほどとは逆に、足先から翼の肌を唇で辿っていった。

　つま先から脛、脛から膝、膝から腿、腿から腹部、腹部から胸へと――。

「食べられて……いる……みた……あんっ」

「そりゃあ、食べているからな」

　連は翼の頬を覆うと、再び深く口付け、熱っぽい目で翼を見下ろした。

「最後まで……いいか？」

「……」

　拒むはずもなく小さく頷き瞼を閉じる。

　連がわずかに開いた脚の狭間に手を差し入れる。






「もう濡れているんだな」

「……っ」

　いやらしい女だと言われた気がして、頬が熱くなってしまう。

　もっとも連にそんなつもりはないようだった。

「もうこんなに感じてくれていて嬉しいよ」

　キュンとときめいてしまい連を見つめていると、秘所を探っていた指が花弁をぬるぬると撫ぜた。

「……っ」

　声を上げようとしたものの、呼吸ごと唇を奪われてしまう。

「んっ……んふっ……」

　前戯で火照っているものの、数年ぶりのセックスだからか、体がすっかりかたくなっているのがわかり不安がよぎる。

　だが、すぐに杞憂だったと思い知らされることになる。

　長い指が蜜口に侵入してきた時、隘路あいろは拒むどころか内壁が蠢き、中へ、中へと導こうとしたからだ。

「あ……ン」

　軽く掻かれると足が快感にビクリと跳ねる。

「ここが弱いんだな」

　中からぐっと上に押し上げられると、あまりの快感に開いた唇の端から唾液が零れ落ちた。

「……っ」

「気持ちいいか？」

　涙目でこくこくと頷くしかない。

「じゃあ、もっと気持ちよくしてやるから」

　連が再び翼の胸に顔を埋める。

「……っ」

　歯を立てて乳首を囓られて、背が弓なりに仰け反った。

　胸と秘所両方を攻められ、視界に火花が散っては揺らぐ。

「あ、あ、あ……」

　圧迫感よりも快感に身悶え、ろくに言葉が出てこない。

「あっ……あっ……あんっ」

　もうどこに触れられても、何をされても反応してしまう有様だった。

　秘所を出入りする指が二本に増やされると、喘ぎ声が倍に増え、一層甲高くなる。

「んぁっ……あっ……ううんっ」

　食むようにキスをされ、夢中になって連の舌を貪る。苦みのある唾液すら媚薬に思えた。もう一時も離れたくない。ずっと感じさせていてほしい。

　だから、連が不意に体を起こした時には、何があったのかと首を傾げた。

　連は後ろを向き避妊具をつけているようだ。

「俺はできちゃった婚でもいいんだけどな」

「――翼」

　連が振り返るのと同時に、低く甘い声が翼の耳を擽る。

　連の重みがもはや愛おしく思える。

　二人は身体を重ね合わせて抱き合った。

　連が翼の頬に口付けながら、翼の狭間に腰を割り込ませる。

「あっ……っ」

　蜜口に肉の楔があてがわれるのを感じる。

　翼は身体の力を抜いて身を委ねた。そう、愛し合うとはこういうことだったと思い出す。

　連は翼の目を覗き込んだ。

　そんな連を可愛いなと感じた次の瞬間、かたく熱いそれがぐっと中に押し入ってきた。

「あ……あっ……」

　肉の楔が根元まで埋め込まれている。体を貫かれる感覚に翼はぶるりと身を震わせた。

「大丈夫か？」

　連が翼の頬を撫でる。

「は……い……」

　予想以上の質量に一瞬驚きはしたものの、意外にも体にすんなり馴染んで苦しくはなかった。

　連が形のいい眉を歪める。

「翼の中……すごく、いい。締め付けてくる……」

「私、も……気持ち、いい……」

　伏し目がちな連の切れ長に長い睫毛の濃い影が落ちている。

　その影に見入る間に先ほど指で押し上げられた箇所をぐっと抉られた。

「ああんっ……」

　咽むせぶような吐息が漏れ出る。






「悪い。やっぱり、セーブ、できない……」

　連の動きがみるみる激しくなる。

「あ……あ！」

　突き上げられるたびに濡れた音が足から脳天まで響く。

「翼……」

　連の声がその上に重なった。

「ん……あ……ああっ」

　翼は聴覚でも、視覚でも、触覚でも連だけを感じていた。

　羞恥心は圧倒的な快感にかき消されており、胸を握り潰されるように揉み込まれ、また乱れる。

「し、はいにんっ……」

「支配人じゃなくて、連」

　やっとの思いで連を見上げる。次の瞬間、身体を抱き寄せられて最奥に衝撃が走った。。

「連さんっ……！」

　思わず連にしがみつく。

　連は翼の背に手を回し、再び口付け、「好きだよ」と耳元に囁いた。

　一度体に火が点くと快楽を貪るのはたやすい。

　一度小休止したのち、翼は連に縋り付いて、この火照りをなんとかしたいと訴えた。

「嬉しいけど……大丈夫か？」

「……」

　目の端に涙を浮かべて頷く。

　大量に摂取したアルコールのせいだろうか。今夜は自分でも信じられないほど大胆になっていた。

（私に……こんなことができるだなんて）

　昇太と付き合っていた頃にはいつも受け身だった気がする。それが昇太には物足りなかったのか、別れ際に「マグロ過ぎるんだよ、お前」とこき下ろされたものだったが――。

　連相手だとどう抱かれたいのか、どう抱きたいのかが本能でわかる。

　ベッドの上に横たわる連の腰の上に跨がる。

　腹に手を添え、屹立きつりつをみずからの蜜口にあてがう。徐々に身を沈めていくごとに、「ううん」とくぐもった声が上がった。

　最奥に到達するのと同時に、熱い息が押し出される。

　翼は腹の奥から脳髄がジンジン痺れるのを堪えながら、ゆっくりと腰を前後に動かした。

　一往復するたび子宮がキュンと疼いて隘路が連の逸物を締め付ける。

「……っ。これ、癖になりそうだな」

　連は顔を目を細めて翼を見上げた。ちょうど視線を落とした翼と目が合う。

　翼は途切れ途切れの声で連に問い掛けた。

「ねえ、連さん、気持ち、いい？」

「ああ、無茶苦茶いい」

「……本当に？」

　わずかに残った不安がそんな質問をさせた。

　連が苦笑しながら翼の腿を撫でる。

「冗談なんて言うかよ。……ってもしかして、元彼には感じた振りしていた？　だからそんなこと聞いた？」

　翼が潤んだ目でコクリと頷くと、連は「そうか」と嬉しそうな顔になった。

「翼は感じている？」

「それは、もちろん……」

「じゃあ、責任取ってもっと気持ちよくしてやるよ」

「えっ……」

「この体位はまだ慣れていないだろ」

　連が翼の片手をぐいと引いた。

「ん……んっ」

　ぎしりとベッドが軋む。

「ほら……動いてみて」

　小刻みに腰を揺さぶられる。ずんと下から突き上げられると、甲高い嬌声とともに濡れた音が室内に響き渡った。

「あ……ん……あっ」

　続けざまに弱い箇所を抉られ、背が仰け反り倒れ込みそうになる。姿勢を崩さぬよう必死になって耐えることすら快感へと変換された。

　翼が腰を上下させるごとに、繋がる箇所から熱された蜜が漏れ出る。ぐちゅぐちゅと淫らな音が翼を内側から犯していった。

「あっ……あっ……連さんっ……」
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　翼の肉体が上下するたびに胸の二つの肉の塊がふるふると揺れる。

「いい眺めだ」

　連は目を細めながら翼の腰にぐっと指先を食い込ませた。その軽い痛みに翼は再び嬌声を上げた。

　体も敏感に反応して再び体内の連の肉の杭を締め付ける。

　連は整った顔を歪めて大きく息を吐き出した。

「翼……俺もう我慢できないかも」

「れ……んさ……わ、たしもっ……」

「じゃあ、一緒にイくか」

　連の分身に繰り返し抉られたことで、すっかり内部はトロトロに溶けている。もうどこからどこまでが肉で蜜なのかもわからない。

　意識も形をなくして徐々に純白に染まっていく。そして体がぶるりと大きく震えた次の瞬間、パンと弾けて視界に火花が散った。

「ふ……あっ」

　翼は大きく背を仰け反らせると、がっくりと力を失い連の上に倒れ込んだ。

　連が手を伸ばしてすかさず翼を受け止めてくれる。

　連と繋がったままのそこが切なく疼く。

　連はぐったりした翼を抱き締めながら、なおも腰をぐいぐい押し当ててきた。

「あ……ん、連さん……私、もう……」

　逃すまいとでもするかのように連の腕に力が込められる。

「……責任取って気持ちよくしてやるって言ったろ？」

　聞き心地のいい低い声が耳元をくすぐったかと思うと、くるりと体を反転させられていた。

「あ……あっ」

　内壁が連の逸物で擦られて背筋がゾクゾクする。捻じ込むような動きは新たな感覚を生み、続いて正常位で突き上げられると、また快感の大きな波がせり上がってきた。

　ぐちゅぐちゅと音を立てて連が翼の中を荒らす。

　連の動きに合わせて呼吸が押し出され、やがて翼はろくに息をすることもできなくなった。

「ま、たイっちゃう……！」

　連が掠れた声で応える。

「何度でも、イけばいい」

「あ……ああっ」

　翼は弓なりに背を仰け反らせた。震える手で連の背に手を回す。

　二度に亘る絶頂の刺激はあまりに大きく、もう伸し掛かる連の体温とまだ体内を満たしている、その分身の存在しか感じ取れない。

「……俺たち相性良すぎないか？」

　そんな連の言葉も耳に入らなかった。









　カーテンの隙間から差し込む陽の光が眩しい。

「う……ん」

「ああ、起きたか？」

　この重低音の心地いい声は誰のものだっただろうか。

「……はい」

「腹減ってないか？　なんだったらルームサービス頼むけど」

「……メニューは何がありますか？」

「アメリカンはジュースと卵料理と肉料理、パン、コーヒー、和食ならご飯と焼き魚、煮物、味噌汁、焼き海苔ってところか」

「じゃあ、アメリカンで……」

「俺も同じにするか。オプションでヨーグルトはどうだ？」

「お願いします……って、ええっ!?」

　ぎょっとして飛び起き、肌寒さに二度驚き、更に生まれたままの姿であることに三度驚く。

「こ、これって……」

　恐る恐る声のした窓辺のテーブルを見る。

　連が椅子の一脚に腰を下ろし、足を組んで経済誌を読んでいた。ガウンを身に纏い、髪が湿っているところからして、シャワーを浴びたのだろう。

「シャワー浴びてきたら？」

「あ、はい、そうですね……」

　頭が真っ白になりつつもバスルームに向かう。

　熱いお湯を浴びるうちに、昨日の出来事をありありと思い出し、酒を飲んでも記憶が飛ばない自分の体質が恨めしくなった。

（どんな顔をして支配人と顔を合わせればいいの？）

　場の勢いで寝てしまったことを今更ながらに後悔する。

　だが、二十七年の人生でもっとも気持ちよかった夜でもあった。二年に渡る昇太とのセックスの記憶が一晩で塗り替えられてしまったほどに。

　女が上書き保存とは本当だったのかと驚き呆れる。

　ひとまずシャワーを止め、体を拭いて備え付けのガウンを羽織る。

（……こんなの、大人はよくあることよ。そう、遊び。支配人だってきっとそうよ）

　自分に言い聞かせてベッドルームに戻る。

「おっ、出たか。もう朝飯来てるぞ」

　テーブルの上にはオレンジジュースとスクランブルエッグとカリカリのベーコン、狐色のトースト、コーヒー、フルーツ入りヨーグルトが並べられていた。「あの、ここって帝都ホテルですよね」

「ああ。せっかくだし敵情視察にバンケットルーム見て帰るか」

「いいですね……って！」

　何を当たり前のように雑談しているのか。

　翼には言わねばならないことがあった。

「その、支配人。昨日の夜についてなんですけど――」

「――言っておくけど、なかったことにはできないからな」

　先手を打たれ言葉に詰まる。

「でも、私たち、付き合っていませんし」

「じゃあ、昨日から付き合い始めたってことにしておけばいいだろう」

「……」

　とんでもない返答に呆然としてしまった。

「だ、だけど、支配人は私が好きなわけじゃないでしょう？」

　連は新聞を畳んで膝に置くと、「真面目だなあ」と微笑んだ。

　その口調に馬鹿にした雰囲気はない。愛おしげに細められた切れ長の目にドキリとしてしまった。

「俺、岡本さんのこと好きだよ」

「……」

　あっさり告白されますます呆然とする。

「う、嘘でしょう」

　これはナンパの手口に違いない。軽く落とせると舐められているのだ。

　ところが、連は「本当だよ」とまた笑った。

「正直言えば、三年前岡本さんを面接した時にもう惚れてた」

　それも、一目惚れだったと呟く。

「ちょっと運命感じちゃってさ」

「運命？　どこにですか？」

　連の薄い唇の端が上がる。

「内緒」

「ええー……」

「それに俺、真面目そうじゃなくて、真面目な子が好きなんだ。それと、ちゃんと自分の気持ちを言葉にできる子」

「……」

　照れ臭くなって思わず顔を伏せる。

　心臓の鼓動が早鐘を打っている。コンプレックスを逆に好きだと言われたのは初めてだった。

　こんなにチョロい口説き文句に靡なびくなんて、十代の女の子でもないのにとドキドキしてしまう。

「岡本さんは俺のことどう思う？」

「そ、それは……」

「寝るくらいだから、嫌われてはいないって自惚れているんだけど」

「……」

　確かに嫌ってはいない。むしろ、好きな方だと思う。更に、昨夜の快感と今の一言で大分心が傾いていた。

「その……多分、好き……なんだと思います。なりかけというか。ただ、付き合うとなるとどうなのか……」

　連はセレブ出身でＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯのオーナー兼支配人。対する自分は従業員。生まれ育ちの格差も気になった。

「本当に真面目だなあ。ひとまず食うか」

「……はい」

　スクランブルエッグを口に入れる。

　その豊かなバターの風味に感動する間に、連は「じゃあ、こうしよう」とある提案をしてきた。

「契約社員ならぬ契約恋人にならないか」

「契約恋人……？」

「そう、お互い馬が合うってわかったら正社員に昇格」

「……」

　その言い回しがおかしくて笑ってしまう。

「おっ、ということはオッケー？」

「は、はい……。あはは、おかしい。昇格って」

　心から笑ったのは久しぶりだった。

















第三章「恋人契約破棄しました」












　契約待遇であれ連と恋人になったからだろうか。昇太との破局を思い出しても以前ほど胸が痛まなくなった。

　干物となっていた心が潤っているのも感じ取れる。

　我ながら単純だと苦笑し、同時にずっと寂しかったんだなと実感した。

　大人になればなるほど寂しいとは言い辛くなるものだ。訴えたところで自力でなんとかしろと返されることがほとんどで。差し伸べられる手はほとんどない。

　当たり前だ。皆それぞれ自分だけで手一杯なのだから。

　それを知っているだけに連の存在はありがたかった。同じ勤め先にいると思うと心強くもある。

　いつもの出勤日もなんとなく足が弾んだ。

　昇太と破局して以降社内恋愛などもうこりごりだ。二度としないと誓っていたはずなのに、現金な自分の精神にも笑ってしまった。

「私って意外と逞しかったのね」

　苦笑しながらタイムカードを切る。

　それにしても、契約上の恋人とは一体何をすればいいのだろうかと首を傾げる。

　契約書類を交わしたわけでもないのでよくわからない。連は「馬が合えば」と言っていたが――。

　いずれにせよ、職場でまずやるべきことは恋愛ではなく仕事である。

　翼は今後一週間分のスケジュール帳をチェックした。

　打ち合わせは何件かあるものの、珍しく土日に挙式も、披露宴も、レストランウエディングも入っていない。

　ならば、次のブライダルフェアの企画をしておこう――そう考えてパソコンのキーボードを叩いていると、夕方バックルームのドアが開けられ「おーい！」と声を掛けられた。

「岡本さん！　今手ぇ空いてる？」

　イベント部の課長だった。

　イベント部は挙式、披露宴以外の宴会を担当する部署だ。宴会の内容は企業の会合や懇親会、表彰式、同窓会やお見合いパーティーと多岐に亘る。

　今日は確かバンケットルームの二室を繋げた上で、高校の同窓会が開催されるはずだった。

「何かあったんですか？」

「派遣の配膳スタッフが一気に五人も休んじゃってさあ」

「ええっ」

　運悪く病欠で二人、家族の不幸で二人、急用が一人と重なり完全に人手不足なのだという。

「今ＦＥＲＩＯ中回って人を集めているんだ」

「はい、大丈夫です。制服貸してくれますか？」

　翼は木佐貫に断りを入れすぐさま厨房出入り口に向かった。

　すでに銀色のドアの前で翼以外の従業員が三人待機している。フロント係の男性社員と営業部の同じく男性社員。そして――。

「えっ……連さ……支配人!?」

　なんと連が配膳スタッフ専用の白シャツに黒ベスト、蝶ネクタイに黒ズボンの制服を身に纏っていたのだから驚いた。

「似合うか？」

「ええ、すごく似合います……じゃなくて、支配人が配膳スタッフやるんですか!?」

「俺、こういうの得意なんだよ」

　連はにっと笑って親指で自分を指差した。

「で、でも……」

「まあ、見てろって」

　イベント部課長が声を張り上げる。

「今夜のＦ高校三十五期同窓会は立食形式です！　スタッフはドリンクのみ提供しますが、トラブル対応も皆さんのお仕事です。今夜はお子様連れもいらっしゃるので、転倒等での怪我が発生しないよう注意しておいてくださーい！」

「はーい！」

　いよいよ同窓会開始である。

　同窓会と言っても三クラス合同の開催なので、出席者は百人以上になる。当然サーブするドリンクの数も多いので、目まぐるしく忙しかった。

　次から次へと客に声を掛けられる。

「申し訳ございません。そちらノンアルコールですか？」

「はい。桜桃のシロップとソーダのカクテルです」

「あら、じゃあいただこうかしら」

　翼は右隣で男性に説明中の連にちらりと目を向けた。

　ドリンクが載った盆を片手の指で支える、その慣れた手つきに思わず唸る。サーブ経験があるに違いなかった。

「このワインってどこ産？」

「スペインのアラゴン州のソモンターノのシャルドネです。白身魚、クリーム系パスタ、ポテトグラタンによく合いますよ」

「おっ、いいねえ」

　課長からワインの説明など受けていないはずなのに、料理やアルコールの知識もあるのかと唸った。

　カクテルが切れたので廊下に取りに戻る。

　補充してバンケットルームに再び戻ると、またもや連が華麗な配膳技を披露していたので凝視してしまった。

　片手に皿を二枚持ちそれぞれに料理を盛っている。動きは速いのにソースの一滴も溢していない。更に料理の盛り付け方もプロのシェフのようだった。

　それにしても、セルフサービスの立食パーティーなのに何をやっているのだろうか。

　翼が首を傾げていると、料理の盛り合わせを手に、壁際に用意されていたテーブルに向かった。

「あっ」

　思わず声を上げる。

　車椅子の女性と付き添いらしき男性が、テーブルに皿を置く連に笑顔で礼を述べている。先ほどまでは見かけなかったので、途中から出席していたのだろう。

「そっか。あの人たちのために……」

　自分は健常者の客への配膳で精一杯だったのに。

　ホテルで働く者としての意識が違う――翼は初めて見る連の一面に感心し、その横顔から目が離せなくなっていた。






　その夜の同窓会は無事に終わり、仕事を終えた翼は蓮とともに最寄り駅へ向かった。

「配膳スタッフの経験があるんですか？」

「ああ。配膳も、厨房も、フロントも、ブライダルも、清掃も、長くはないけど一応やったことがあるんだ」

　ＨＯＴＥＬＦＥＲＩＯを譲り受けた際、現場を知らなければホテル経営もできないと、進んで全部署を経験したのだとか。

「全部署!?」

「今のイベント部課長も気軽に俺を使ってたろ」

「そう言えば……」

　なるほど昔連が働いていた頃があったからかと納得する。

「いつ人手が足りなくなるかわからないし、まずトップが戦力にならないと他の誰も動かないからな」

　連はいくらオーナー兼支配人でもまだ若い。なのに、連より年上の役職持ちたちが誰も連を侮らないのは、こうした一面を知っていたからだったのかと溜め息を吐いた。ＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯのために全力を尽くしている。

「厨房もＯＫってことは料理もできるんですね」

「ああ、料理が一番向いているかもな。もともと慣れていたし」

「……慣れていたって？」

　思わずその場に足を止める。

「おふくろの教育方針で俺たち兄弟三人全員、中学に上がるなりこれから朝飯は自分で作れって言われて、台所に立つようになったんだよな」

「ええっ」

　連の実家のようなセレブ家庭で末っ子三男が料理かと目を見開く。

「最初はメシの炊き方すらわからなくて、おふくろや家政婦さんに頭下げて教えてもらったよ。目玉焼きなんて崩して途中から卵焼きと化してたな」

　連はからから笑いながら「行くぞ」と翼の背を叩いた。

「でも慣れてくると逆に楽しくなってきて、だんだん凝るようになってきてさ」

　一時期は家族の朝食、夕食も作っていたらしい。

「それじゃ足りなくなって大学時代は色んなレストランでバイトしてた」

「ば、バイトしてたんですか？」

「ファミレスと、中華と、イタリアンだったかな」

　バイトにファミレスと、またもやセレブ家庭らしくない単語に驚く。

「こっちは親父の教育方針で、学費と家賃は払ってやるけど、食費くらいは自分で稼げって言われてたんだ。レストランなら賄いも出るし」

「……」

　連が庶民的な理由がわかった気がした。

　そうか。相手が勤め先のトップだから、セレブだからと気負わなくていいのかとくすりと笑う。

「ん？　なんだ？」

「男の人が料理が得意って、いいなあって思って」

「だろ？　実はちょっとモテも意識してたんだ。家事ができる男ってポイント高いし」

「もう……」

　連といると楽しい――それが一番大きなポイントだとは口に出さず、翼は自分の胸の内にそっとしまっておいた。






　連は翼に合わせて休みを取り、たびたび外に連れ出してくれた。

　先週は二人であのネズミが有名な遊園地に出かけた。どこに行きたいかとリクエストされたので、真っ先にその遊園地の名を挙げたのだ。

「遊園地なんて何年ぶりかなあ」

　アトラクションの行列に並びながら、子どものようにウキウキしている連の隣で、翼はぼそりと呟いた。

「……私、実はしょっちゅうここに来ているんですよ」

「なんだと」

「子どもの頃ここに来て以来ハマっちゃって、一ヶ月に二回は来ています。むしろこのために働いているくらいで」

「そういえばハマっている奴が結構いるって聞いたな」

　連はウンウンと頷きつつ、

「じゃあ、どこが面白いか教えてくれよ。俺、全然知らなくてさ」

　と笑った。

　子どものように無邪気な笑顔に心臓がドキリとする。

　ますます惹かれてしまったとはさすがに言わずにおいた。

　そんな日々を過ごしているからか、近頃お肌の調子もいい気がする。メンタルは美容にも大きな影響を与えるようだ。

　お肌の調子だけではなく仕事もまた順調だった。

「岡本ちゃん、調子いいねえ」

「はい、おかげさまで」

　木佐貫がバックルームの壁に貼られた、ぐんぐん伸びる成績表を前に目を細める。

「何かいいことあった？」

「えっ……」

　木佐貫は穏やかで朴訥ぼくとつとした風情の中年男性だが、妙にカンが鋭いところがある。

「まあ、それなりに……」

「ふむふむ、そうか」と意味ありげにニヤニヤ笑っていた。

「やっぱり緑川さんの契約が大きいね。これ、一千万行くだろ」

　先週、愛と昇太が四度目の来店をし、ＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯに予約を入れてくれた。

　しかも、仮予約ではなくもう本予約にすると。内金もすでに振り込まれている。

　ちなみに、やはり愛は良家の令嬢だった。以前翼が勤めていた流通会社の取引先の社長の娘だ。

　ということは、昇太は松本と別れたということか。切り替えの早さに呆れてしまう。

　いずれにせよ、二人の結婚式はＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯ創業以来の大規模なものになりそうだった。

「あっ、そうそう。さっき岡本ちゃんが接客中に電話があってね。その緑川さん」

「折り返した方がいいですか？」

「いいや、七時頃こっちに来るって言っていたよ。聞きたいことがあるんだって」

「七時？　遅いですね。わかりました」

　この時翼は緑川と聞いていたので、てっきり愛が来るものだと思い込んでいた。

　だから、午後六時五十五分に電話が掛かってきて、取ると「緑川ですが」と男性の声で名乗られたのでぎょっとしたのだ。

「緑川様……でしょうか？」

『そう、どうせもうすぐ籍を入れるからさ』

「……」

　急に馴れ馴れしい口調になったので戸惑う。

『なあ、今から出てこれるだろ』

「業務中ですので……」

『なら、終わってからでいいからさ。何時？』

「お客様との個人的な遣り取りは禁じられております」

『んだよ、相変わらずお堅いなあ』

　その一言で確信する。昇太は自分を忘れていたわけではない。愛の前だったから素知らぬ振りをしていただけだと。

「申し訳ございません。規則で定められておりますので」

『そんなこと言っちゃっていいの？』

「申し訳ございませんが……」

　翼が折れぬとわかったのだろう。途端に電話の向こうの声のトーンが落ち、途端に不機嫌なものになった。

『んだよ、チッ』

　そのままブツンと切れてしまう。

　一体何が目的なのかさっぱりわからなかった。






　翌日、朝から支配人室に呼び出された。

　何事かと飛んでいくと、昇太からクレームが入ったという。

「岡本さんの電話での対応がなっていないってな」

「失礼なことを言った覚えはないんですが……」

　先日の電話での遣り取りを説明する。

「ああ、それはわかっている。君がそんなことをするはずがない」

　胸が熱くなるのを感じる。

　女性として愛されるのも嬉しいが、一従業員として信頼されていることも、同じくらい誇らしかった。

「それにしてもこの男、タチが悪いな。ブライダル部にでも人事部にでもなく、わざわざ支配人室の電話番号を調べてかけてきた」

　翼に圧力を掛けたかったのだろうと呟く。

「一体どうして……」

「岡本さんに再会して浮気の虫が疼いたんだろうな」

「……!?」

　さすがに連の言葉を疑った。

「いや、でも……」

「岡本さんの担当でも一件だけあっただろう。式の一週間前に浮気で破談になったカップル。あっちは新婦が浮気したんだったか」

　そう、結婚式前に浮気が発覚するケースは多くはないが、希まれでもない。独身最後という悲壮感――マリッジブルーがそうさせるのだろうか。とはいえ、破談にまで至ることは少ないのだが――。

「あの男、緑川家に婿入りする形になるだろう」

　昇太はそれなりのレベルの大学を卒業し、営業での仕事はできる男だが、一般家庭出身の一般人だ。

　一方、愛は社長令嬢。いわゆる逆玉婚だ。

「緑川家は保守的で潔癖な家風で、飲む、打つ、買う、すべて許されないそうだ。でも、今更止めますだなんて言えないだろうし、止める気もないだろうしな」

「えっ、どうしてそんな内輪の事情を知っているんですか」

「蛇の道は蛇って言ってさ、ホテル業界って結構色んなところと繋がっているんだよ」

　なるほど、確かに女好きの昇太にとっては窮屈な環境だ。実家に明確な格差があるために、愛との関係で主導権を握れないところも、ストレスの元になっているのだろう。

「だから、私を浮気相手にしようと……」

「だろうな。そうでもなければあんな腹いせはしない」

　昇太の幼稚な言動と欲望に呆れ返ってしまう。付き合っていた頃にはもう少し余裕があったように見えたのだが――。

「支配人、規則だからと誘いをすべて断ったのですが、それでよかったでしょうか」

「ああ。しつこいようだったら俺の名前を出してくれ」

「わかりました」

　連が味方だと思うと心強い。

　今までの自分なら迷惑がかかるからと胸に秘め、かえって大変な目に遭っていたかも知れない。

　公私ともに信頼できる人がいる――それが何よりも嬉しかった。






　愛と昇太の挙式、披露宴の準備は順調に進んでいった。

　なお、昇太はあの電話以来、誘いを掛けてくることはなかった。

　他に浮気相手を見つけたのか、諦めたのか、いずれにせよ仕事を淡々と進めていく。

　――その日の打ち合わせには愛一人だけがやって来た。

　披露宴の進行の再確認のためだ。昇太は休日出勤なのだとか。

「営業は大変ですよね。私は人事部で、いつも定時上がりなので、なんだか申し訳ないです」

　愛と昇太は現在ともに愛の父親の経営する会社に勤務しているのだという。

　なるほど、確かに昇太にとってはストレスフルな環境だと心の中で独りごちた。

　人事部には社員に関する様々な情報が集まる。仕事の出来、不出来、家族構成、性格と趣味、誰と誰が部下で、恋愛関係、不倫関係にあるか、その関係が円満か、別れそうかまで――。

　本人は隠しているつもりでも、ほぼバレていると思った方がいい。

　昇太もその人事部に愛がいるとなれば、少なくとも社内での浮気や女性の物色はしにくいだろう。

　だからと言って、近場で――それも元カノで済ませようというその根性が気に入らなかった。

　だが、もちろん愛の前ではおくびにも出さない。

　翼は向かい席の愛をチラリと見た。

（こんなに可愛い人と結婚できるのに、それでも浮気したいものなのかしらね……）

　連は「モテようが、モテなかろうが、金持ちだろうが、貧乏だろうが、いい男だろうが、醜男だろうが、やるヤツはやる」――浮気とはそうした行為だと語っていた。やらないヤツはやらないとも。

　最後に「俺はやらないけどな」と締めたのはもちろんだ。

　愛は招待客リストの最終チェックをしていたが、やがて「こちらでよろしくお願いします」とリストを翼に手渡した。

「二、三名でしたら一週間前までにおっしゃっていただければ追加が可能ですので。ただ、四名以上となりますと難しくなりますので、その場合は早めにご連絡をお願いします」

　翼はリストにざっと目を通し、前職の勤め先の課長、部長、社長の名前を発見し、目を見開いた。

「こちらの方々は……」

「あっ、昇太さんの前の勤務先の方たちなんです」

　なんでも部長が二人が知り合ったきっかけとなったのだという。

「なるほど、キューピッドなんですね」

　ふと、今頃松本はどうしているのだろうかと不安に駆られる。

「……」

「岡本さん？」

　昇太は松本とちゃんと別れたのか。松本はまだあの流通会社にいるのか。昇太が愛と逆玉婚すると知っているのか。

（私がそんなこと心配しても仕方がないわ。う、うん、大丈夫よ、きっと大丈夫。いくら昇太でも結婚前には女関係を清算しておくでしょ）

　要領のいいタイプだったから大丈夫だと頷き、「盛大なお式になりそうですね」と愛想笑いをしておいた。









　今日は連と久々のデートの日だ。二人ともシフト勤務なので、なかなか休みが合わないのがネックだ。

　気が付くと最後のデートからもう一ヶ月が経とうとしていた。

　今夜は最寄り駅近くのレストランで食事をし、その後蓮の部屋に行こうと約束している。

　連が待っていると思うと足取りも弾んだ。

　ホテル裏側にある従業員用の出入り口でＩＤカードをチェックし、守衛に挨拶をして通りに出る。

　一歩踏み出した途端に冷たい滴が頭に落ちる。見上げるとすっかり暗くなった空から雨が降っていた。

　常備している折りたたみ傘を開こうとしたのだが、収納袋に傘の露先が引っかかってうまくいかない。なんとか解こうと格闘していると、不意に横から声を掛けられた。

「なんだお前、相変わらず不器用だなあ」

　嘲笑を含んだ声にざわりと肌が粟立つ。

　誰の声かはもうわかっていた。

「……伊藤いとう様」

　昇太とは呼ばなかった。

　スーツ姿ということは会社から直接やって来たのだろう。

　昇太は翼の呼び方が気に食わなかったのか、眉を顰めて不快を露わにした。

「随分他人行儀じゃないか」

「……」

　そもそも別れた男女は他人であるとは反論しなかった。怒るのも馬鹿らしくなっていた。あくまで昇太は客だとの態度を貫く。

「私に何かご用でしょうか。すでに本日の業務は終了しておりますので、お問い合わせは明日にしていただけますか」

「あのさ、そういうの止めようって」

　昇太が苛立たしげに唸る。

　そういうのとはどういうのだろう。いずれにせよ、待ち伏せなど歓迎されない。

「社の規則です。支配人にも命じられておりますので」

「……」

　昇太は翼につかつかと歩み寄った。

「なあ、俺にそんな態度取っていいと思っているのか？」

「規則ですので」

　壊れたレコーダーと化して無表情でその言葉を繰り返す。

　昇太は翼を見下ろし睨み付けた。

「あのさ、俺、将来緑川物産の社長になるんだよ」

　脈絡がなさ過ぎて何を言いたいのかがわからなかった。

「はあ、それはおめでとうございます」

「ん？」と違和感を覚えて首を傾げる。

　愛には兄一人と姉一人がいたはずだ。普通跡継ぎとなるのはそちらではないだろうか。

　昇太は翼の心を読んだのか、ニヤニヤ笑いながら説明する。

「あいつの兄貴は経営に興味はないし、姉貴は結婚して家を出たからな。もう俺しかいないんだよ」

「は、はあ、そうですか」

　お家事情など知るはずもないので、他にコメントしようがなかった。

　昇太は言葉を続けた。

「愛との関係もそう。俺に決定権があるから、その気になれば結婚式をキャンセルすることもできるんだぜ？」

「……」

　なるほど、そう来たかと苦笑する。

「せっかくの契約、不意にしていいのか？　支配人とやらから叱られるんじゃない？　叱られるくらいで済めばいいけど」

　つまり、契約を破棄されたくなければ、自分の浮気相手になれということか。

　確かに以前の翼なら狼狽うろたえ、昇太の意のままになっていたかもしれない。

　だが、今は違った。

　愛想笑いを浮かべて淡々と説明する。

「キャンセルですね。かしこまりました。すでに挙式一ヶ月前を切っておりますので。キャンセル料が見積額の四十パーセント掛かりますがよろしいでしょうか」

　現在の見積額は千二百万円近く。キャンセル料は約四八〇万円となる。

　キャンセルされれば確かに翼としては成績が落ちるので少々痛いが、ＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯの損害はそれほど大きくない。

　それに、この程度の損害ならすぐに穴埋めし、キャンセル分の売り上げを新たな契約で取り返す自信もあった。

（……三年間仕事を頑張ってきてよかった）

　昇太を忘れたい一心でがむしゃらに突き進んできたが、その努力と連から注がれる愛情が、今や強固な礎いしずえとなって翼を支えていた。

　一方、昇太は四八〇万円と聞いて動揺している。

　当然だろう。まだ二十代の昇太にとっては大金だ。

　そして、翼は連からの情報で、昇太は会社ではそれなりに優遇されているが、緑川家の金は自由に使えないことも知っていた。

「後日キャンセル料金の請求書をお送りしますね」

「……」

「発送先は緑川愛様のご住所でよろしいでしょうか？」

　昇太がびくりと肩を震わせる。

「ちょっ……止めろって！」

「では、キャンセルはなしということですね」

　営業スマイルで昇太を見上げる。

　昇太は翼がすでに自分の知る翼ではなく、まったく思い通りにならないことに戸惑っているようだ。

「では、またのご来店をお待ちしておりますので」

　翼は一礼して昇太の脇をすり抜けようとしたのだが、途中、乱暴に二の腕を掴まれ引き止められた。

「何をするんですか！」

「……お前まで俺を馬鹿にするのかよ。翼のくせに！」

　昇太の目はプライドを傷付けられた怒りに燃えていた。よほど緑川家で鬱憤が溜まっているのだろう。

　だが、翼には関係ない。昇太の苛立ちを受け取る義務などなかった。

「放してください！　人を呼びますよ！」

「呼べるものなら呼んでみろよ！　どうせお前なんか誰も――」

「――岡本さん！」

　第三の人物の登場に昇太の顔が一瞬凍り付く。

「支配人！」

　連だった。

　翼が約束の時間になっても待ち合わせ場所に現れず、連絡も取れないので心配して迎えに来たらしい。

「……」

　連に暴行未遂の現場を目撃されたというのに、昇太は手の力を緩めない。それどころか、反射的になのか更にぐっと力を込めた。

「痛いっ……！」

　翼の悲鳴を聞いて連が顔色を変える。

　だが、その態度はあくまで冷静だった。

「緑川様、大変失礼いたします」

　昇太につかつかと歩み寄ったかと思うと、その手を掴んで捻り挙げたのだ。

「い……いてぇっ！」

　昇太の身長は約一七〇センチ、対する連は一八〇センチ。身長でも体格でも筋力でも敵うものではない。

　昇太もようやくそれを思い知ったのだろう。「放せ……わかったから放せよ！」と喚き立てた。

　ようやく連が昇太の手を放す。

　昇太は「野郎……」と連を睨み付けた。

「あんた、こんなことをしてただで済むと思って……」

　連はニッコリと営業スマイルを浮かべた。

「……松本杏奈あんな様」

　その名前に昇太がまた肩をびくりとさせ、その場に立ち尽くして連を凝視する。

「どうしてあんたが杏奈の名前を……」

　翼もまた驚いていた。

　昇太との破局の一因となった松本の姓名をなぜ連が知っているのか。招待者リストには彼女の名前はなかったはずだが――。

「先日、私のもとにお電話がございまして」

　昇太の顔色が瞬く間に真っ青になる。視線は落ち着かなく泳いでいた。

「内容は規則ですので明かせませんが、ただで済まないのはそちらではございませんか？　恐らく当ホテル以外のホテルにも探りを入れていると思いますよ」

「……っ」

　先ほどの威勢はどこへ行ったのか、昇太が一歩、二歩と後ずさる。次の瞬間には身を翻し、通りの向こうに姿を消してしまった。

　連がやれやれと肩を竦め、呆然とする翼の髪に手を埋める。

「大丈夫だったか」

「は、はい。ありがとうございます……」

　ほっとするのと同時に緊張から解放され、目の奥から涙が込み上げてきた。

　いくら精神面が強くなったとはいえ、力では昇太に敵わない。あのまま暴力を振るわれていれば、無理矢理連れて行かれてしまえば一体どうなっていたのか――。

　恐ろしさにぶるりと身を震わせる。

「……寒そうだな」

　連は腰に手を回して翼を胸に包み込んだ。

「……」

　その広い胸に顔を埋めようやく安堵の息を吐く。

「怖かっただろう」

「……はい」

「遅くなってごめんな」

「そんな、支配人が謝ることなんてありません」

　慌てて顔を上げると不意に目元にキスされた。

「ひゃっ」

「そろそろ連って呼んでほしいんだけどな」

　今度は耳を囓られてしまう。

「支配人と岡本さんじゃ仕事の続きみたいだ」

「で、でも……」

　まだ自分たちは正式な恋人ではない――そう答えようとして不意に唇を塞がれた。

「んっ……」

　こんなところでと身を捩らせたが、連の熱に唇から蕩けそうになり、うまく動けない。

　連はそんな翼の耳元にこう囁いた。

「そろそろさ……契約期間は終了にしない？」






　連の部屋を訪れるのはこれが初めてになる。

　予想はしていたが２ＬＤＫの広々とした部屋だった。同じように浴室も広い。二人で入ってもまだ余裕があった。

　連がシャワーの蛇口を捻る。

「昔からちまちました部屋が苦手でさ」

「身長が高いからですか？」

「かもな。長男の兄貴が一番デカくてなんと一九十センチあるんだ。曾祖母の影響だろうな」

　連の曽祖母はロシア人で、なんと百歳まで存命だったのだとか。

「ああ、だから支配人ってカッコいいんですね」

　何気なく口にしてはっとする。恐る恐る背後の連を見上げると、嬉しそうに照れ臭そうに笑っていた。

「好きな女にカッコいいって言われると嬉しいもんだな」

「……聞き慣れているでしょう」

　照れ隠しにぷいとそっぽを向くと、連は「ないない」と笑ってボディソープを泡立てた。

「今ってコンプラ厳しいだろ」

　確かに、「美人ですね」も場合によってはセクハラになってしまう。特に容姿について言及することはＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯでもタブーになっていた。

「でも、個人の間では自由だからな」

　連はそう呟きつつ「はい、こっち向いて」と翼に声を掛けた。

「……はい」

　恐る恐る連と向かい合わせになる。

　すでに体の関係があるとはいえ、初めから全裸となるとやはり恥ずかしい。目の前では連の肉体美が披露されており目のやり場にも困る。救いはお湯の湯気で多少隠れていることか。

　連は翼の耳元に触れた。

「んっ……」

　くすぐったさに身を捩る。

「ここはよ～く洗っておいた方がいいんだ。体臭の元があるからな」

「えっ、そうなんですか」

「だけど俺、翼のにおいが好きなんだよな。ちょっと残念だけど」

　少しかたい指先が耳や首筋を丁寧に撫ぜて洗う。

「ん……気持ちいい……」

　人に体を洗ってもらうなど何年ぶりだろう。小学生まで記憶を遡らなければならなかった。

　連の手の平がお湯に濡れた乳房に触れる。

「あっ……」

　優しいばかりだった手つきが徐々にいやらしい動きに変わる。

　両手で下乳を持ち上げられ、ぐっと鷲掴みにされ、胸を中心に熱が広がっていく。

「あ……ン」

「翼ってグラマーだよな。すごく女らしい体してる」

　連の称賛は耳から入る媚薬だ。「可愛い」、「女らしい」、「綺麗だ」、すべてが身にも心にも染み込んでいく。

「さあ、次は背中だ」

　連は腕の中で翼の体を反転させた。

　背中が連の胸板に密着する。

「連さん、すごくドキドキしている……」

「翼もだ」

　互いに興奮しているのだと思うと、ずくりと腹の奥が疼いた。

「ねえ、もっと触って」

　連が頷き翼の腰に手を回す。

　大きな手が脚の間に滑り込む。

「ア……ん」

　中指がすでにぬるぬるした花弁の輪郭をなぞり蜜口に触れる。人差し指はその奥にある敏感な花心に触れた。

「ひゃんっ」

　甲高い嬌声がバスルームに響き渡る。

　足から力が抜け落ちそうになるのを連が支えてくれた。

「まだいくのは早いぞ」

「で……も……だっ……てっ……」

　口を開いて抗議しようとしたが、吐き出されるのは熱い息ばかりだった。

　すっかりかたくなったそこを軽く掻かれる。

「あああっ……」

　背筋に激しい電流が走った。

　連はなおも敏感なそこを攻める。ぐちゅぐちゅと脚の狭間から聞こえる音が、ボディソープの音なのか、漏れ出た蜜のものなのかがもうわからなくなっていた。

　そこにお湯の音が重なりすべてを洗い流していく。

「あっ……あっ……んあっ……」

　連の腕の中で身を捩らせる。

　すっかり緩くなった蜜口に指が差し込まれると、またその場に座り込みそうになってしまった。

「あっ……。ダメっ……もうっ……」

　快感の嵐から逃れようとして、よろめきながら目の前の壁に手をついて体を支える。

　だが、連もついてきたので無駄な逃亡だった。

「逃げ場なんてないぞ」

「そ……んな……ああっ」

　ふいに指が隘路から引き抜かれる。

「ひっ……」

　壁に頬を押し付ける姿勢になってしまう。

　連はそんな翼の腰を引き寄せると、猛り狂ったおのれの分身をピタリとあてがった。

「あっ……」

　間髪を容れずに肉の楔がぐぐっと押し込まれる。

　前戯で漏れ出た蜜とお湯が潤滑剤となり、次の瞬間にはもう最奥まで貫かれていた。

「……っ」

　翼の体はぶるりと震え、下に垂れた乳房も揺れる。

「あ、ああっ……」

　指とは比べ物にならない圧迫感に慄く。だが、それよりも好きな男に身も心も征服される喜びが勝った。

「翼……」

　連の胸から落ちたお湯が背にかかる。それだけで感じてしまい、喉の奥から熱い息を吐き出した。

「翼……好きだ」

　連がずるりと分身を引き抜く。

「あっ……」

　続けざまに腰を叩き付けられ、翼は息を呑むのと同時に快感に打ち震えた。

「あんっ……あんっ……ああっ」

　悲鳴にも似た喘ぎ声がシャワーの水音に重なる。

　湯気で曇った鏡には淫らに乱れる女の姿がぼんやり浮かんでいた。

「あっ……あンっ……んアっ」

　同じく快感に顔を歪めていた連が、不意に顔を上げ鏡越しに翼を見る。そして、肩甲骨に口付け微笑みながら囁いた。

「その顔、ほんと、可愛い……」

　連から囁かれる「可愛い」は翼にとって魔法の言葉だった。

　それだけで自分が本当にそんな女になった気分になれるからだ。

　連とは何度体を重ねても、いつも「足りない」と感じてしまう。

　その夜はバスルームでの情事だけでは飽き足らず、濡れた裸のままベッドに雪崩れ込んだ。

　ベッドルームの片隅に置かれた観葉植物の種類や壁に掛けられたモダンアートの複製画の作者、開けかけのインテリアの段ボール箱が気になったが、それも次第に連に与えられる熱に溶けていった。

「あっ……」

　左右の乳房を交互に揉み込まれて首を傾げる。

「……もしかして連さんっておっぱい星人？」

　今までのベッドインでもよく胸を弄っていた気がする。

「いや、そういうわけじゃない。翼の胸が綺麗だからつい」

「本当に？」

　連は疑われてむっとしたのだろうか。

「よし。証明してやるぞ」

　ぐっと腰を持ち上げられたかと思うと、四つん這いの姿勢にされた。

「ちょっ……」

　まさかの後背位に思わず声を上げる。

「これなら胸が見えないからな」

　連のワントーン低い声とともにベッドがぎしりと軋んだ。

「……覚悟しろよ」

　次の瞬間、ぐぐっと肉の楔で背後から貫かれる。

「あ、あああっ……」

　初めての体位だからかいつもと違う箇所を突かれ、またそこが弱いところでもあったので背を仰け反らせた。

「連さんっ……」

　ぐっと腰を掴まれ更に最奥まで征服される。

　連は時を置かずにリズミカルな抽挿を開始した。

「あっ……あっ……いいっ……連さぁんっ……」

　お湯と汗に濡れた乳房がふるふると揺れる。

「あぅ……うん……んあっ……」

　だらしなく開いた唇から唾液が滴り落ちる。翼はなけなしの理性で口を閉ざし、喘ぎ声も封印しようとした。

　すると何を思ったのか、連が手を伸ばしてきたかと思うと、栓をするように二本の指を翼の口に突っ込んだ。

「ン……ふっ」

　舌に触れられるとビリビリ痺れる。快感からまた口を開いてしまい、あられもない嬌声を上げるしかなかった。

「あ……ん。あっ……あっ……やぁんっ」

　最奥に向かって突き上げられるたびに、隘路がきゅうと締まる。

「くっ……」

　背後で連の苦しげな声が聞こえた。

「あ、ああ、連さん……。連さん……いいっ……」

　翼の喘ぎ声に堪え切れなくなったのか、連は手を伸ばしたかと思うと、ぐっと右の乳房に指を食い込ませた。

　やっぱりおっぱい星人だったと突っ込む間もなかった。首筋に熱い吐息を吹きかけられながらこう囁かれたからだ。

「〝いい〟もいいけど〝好き〟って言ってくれないか」

「んっ……」

　ピンと立った乳首を摘ままれると、背筋から首筋に掛けて雷が走り、火花が散って視界を白く染めた。

「あっ……そんな……そんな……もう、だめえ……」

「ほら、言って」

　ついに手から力が抜け落ちて、枕に突っ伏してしまう。

　その間も連は行為を止めようとはしなかった。

「れ、連さ……」

　振り返り、休ませてと懇願しようとしたのだが、不意に腰を引かれ、また体勢を崩してベッドに突っ伏してしまう。

「な、何っ……」

　ざわりとした何かが臀部と腿、剥き出しの蜜口に触れ、背筋から悪寒が這い上がってくる。

　これは髪だ。

　なぜそんなところにと確認する前に、続いてぬるりとした熱が蜜口に差し込まれた。

「ひっ……」

　連が秘所を濡らす蜜を啜すすっている。

「あっ…………だ、だめ……。あっ……」

　唾液と蜜が混じり合い、ぐちゅぐちゅと聞くに堪えない音を立てる。

　連がすべてを啜ってしまっても、腹の奥で凝った熱が溶け出し、新たな蜜となって連の薄い唇を濡らした。

「あっ……連さ……好き……。好き……ぃ……んあっ」

　舌先で蜜を掻き出されるような動きに身悶える。

「やぁ……んっ……んあっ……んんっ」

　脳裏が官能の純白に染まっていく。

「翼……」

　連は体を起こすと、ぐったりした翼の体を抱き起こした。

「あっ……」

　ぬるぬるした屹立が蜜口にずるりと侵入する。

「あっ……」

　すっかり潤い、連の大きさに慣れたそこはたやすく肉の楔を呑み込んだ。

「あぁ……連さぁん……」

　自分を抱いて感じている連の顔が見たいと願う。

　すると、連は翼の心を読んだように、肩と腹に手を回しぎゅっと抱き締めたかと思うと、顎を掴んで強引に振り向かせた。

「んんっ……」

　ごく自然に舌と舌が絡み合う。

「翼……好きだ」

「私も……」

　連はずるりと肉の楔を引き抜いた。

「ひゃんっ……」

　力の抜け落ちた翼の体を引っ繰り返す。

　濃く長い睫毛の影が落ちる目が翼を見下ろす。その瞳の奥には劣情と恋情、二種類の炎が燃え上がっていた。

「れ、連さん……」

　間髪を容れずにぐっと肉塊を押し込まれ悲鳴を上げる。

「ああっ……」

　更に力任せに腰を引っ張られると、また四つん這いの姿勢になってしまった。

　獣の交尾にも似た交わりだった。

「あんっ……ひゃっ……んぁっ」

　なけなしの羞恥心は快感に塗り替えられ、連の熱以外なにも感じられなくなっていく。

「ん……んっ」

　どちらからともなく時折唇を貪り合う。

　やがて双方に限界が来て、上と下の口で繋がったまま、嬌声と低い呻き声とともにシーツに身を沈めた。

　激しい交わりのあとは逆に気分が穏やかに、冷静になるのだから不思議だ。

　気怠さの残る翌朝、連は翼にこう尋ねた。

「担当を変更しないか」

　昇太には追い詰められた者特有の危うさがある。あの手の輩やからはどんな行動に出るかわからないからだと。

　連の二度目の申し出に翼は「いいえ」と首を振った。

　連はそれでも説得を続けようとする。

「もちろん、成績は翼のものになるんだから問題ない。あくまで挙式と披露宴の進行のチェックだけ他のスタッフに任せれば――」

「お式までもう二週間です。ここまで来て投げ出せません」

　昇太は確かに厄介だ。

　だが、愛は自分を全面的に信用し、「すべてお任せします」と言ってくれている。彼女の期待に応えないわけにはいかない。

　そう主張すると連は「やっぱりそうか」と苦笑した。

「なら、俺は全力で協力する」

　翼の頬をそっと撫でる。

「困ったことがあったらいつでも言え」

「……はい」

　翼は連を見上げながら思う。

　誰かがそばにいてくれるだけで、これほど心強くなれるのか。

　また、連と体と心を重ね合わせるうちにわかったことがあった。

　確かに生まれに格差はあるが、ちっぽけな問題でしかない。向き合ってみれば自分たちはお互い一人の人間で男と女でしかないと。

　同時に、連が愛おしくてたまらなくなった。

　これから付き合いを深めていくうちに、格差を思い知らされることもあるかもしれない。だが、挑まなければ壁が越えられるのかどうかもわからない。

　それに、一人では無理でも連と二人なら、壁の向こうにある未来を掴み取れる気がしていた。
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第四章「比翼の鳥、連理の枝」












　愛と昇太の挙式と披露宴は天候に恵まれ、空は青く、高くにうろこ雲が浮き、チャペルのステンドグラスに差し込む陽光が美しい一日となった。

　牧師が誓いの言葉を述べる。

「新郎緑川昇太さん、あなたはここにいる愛さんを、病める時も、健やかなる時も、富める時も、貧しき時も、妻として愛し、敬い、慈しむことを誓いますか？」

　昇太が返事をするまでには微妙な間があった。

「……誓います」

　進行に影響はないのでよかったのだが――。

　一方、愛は肝が据わっていた。

「新婦緑川愛さん、あなたはここにいる昇太さんを、病める時も、健やかなる時も、富める時も、貧しき時も、妻として愛し、敬い、慈しむことを誓いますか？」

「はい、誓います」

　いかにも堂々とした態度で、緊張してもいなければ、新婦らしく一生に一度の晴れ舞台に感極まっている様子もない。

　社長令嬢として生きてきただけに、こうした自分を人目に晒す公の場に慣れているのだろう。昇太とは踏んだ場数が違うのだと目に見えてわかる。

　会社での二人の働きっぷりは知らないが、双方の実家の格差だけではない。役者のレベルが違っていた。

　可愛く見えてなかなかの女傑だ。

　今後昇太はがっちりと尻に敷かれ、逆らえない状況に陥るに違いない。

　挙式が無事終わり、小休憩を挟んだのち、今度はバンケットルームへ案内する。

　途中、木佐貫に「ちょっとちょっと」と肩を叩かれ、「緊急事態」と耳打ちをされた。

「何かあったんですか？」

「それがさあ、ほら、駅前のＡＭＡティアラホテルってあっただろ。うちの商売仇の。さっきそこから連絡があってさ」

　なんと昇太の例の元カノ・松本杏奈が、無関係のカップルの披露宴に突撃してきたのだそうだ。

「ええっ!?」

「幸い、スタッフがすぐに取り押さえて、外に連れ出したんだけどさ。警察に通報する前に逃げられちゃったらしくて。こっちにも来るかもしれないから、気を付けてって警告されたわけよ」

「……」

　頭がくらくらとした。

　なるほど、挙式で昇太が落ち着かない様子だったのはこれが理由か。なら、事前に申告してほしかったと天井を仰ぐ。

　実は、こうした映画やドラマに出てくる駆け落ちや、元彼、元カノ、ストーカーの乱入は希にある。

　相談しておいてくれれば対処できるのだが、大抵は後ろめたさがあるからか打ち明けてくれない。結婚相手に知られたくないという思いもあるのだろう。

　結局は黙っている方があとで大事になるのに。

「取り敢えずこっちに警備員と男性従業員回しておくから」

「……わかりました」

　木佐貫の背を見送り溜め息を吐く。

　昇太は杏奈との関係を清算していなかったのか。それとも、本人は清算したつもりでも杏奈が納得しなかったのか。

　杏奈からすればせっかく将来有望な昇太を略奪したのに、自分より人としても女としてもレベルの高い愛に奪われたのだ。悔しいどころではなかったので、結婚式の妨害に走ったのだろう。

（松本さんももう二十五歳か……）

　二十代後半、そして女性の初婚年齢の中央値まであと二年。

　二年などあっという間なのだと翼はすでに知っていた。

（きっと昇太と結婚するつもりだったんだろうな）

　そうでもなければこうも感情に走った行動は取らないはずだ。

　翼は受付を手伝いつつ辺りを警戒する。招待客に不審者が紛れ込んでいないか、それらしき人物が壁の陰に隠れていないか――。

　その間にも受付は順調に進んでいく。

　ようやく半数が捌けた頃のことだろうか。「あれっ、岡本さん!?」と名前を呼ばれて振り返った。

「ええっと……」

　思い出した。前職の勤務先の萩田はぎた課長だ。陰でハゲ田課長とあだ名が付いていた。

　娘ほどの年の松本に骨抜きにされ、昇太とともに翼を退職に追い込んだ張本人でもある。確か、招待客リストに名前があった。

　だが、すでに自分の中で三年前の事件は消化できているからか、特に気負うこともなく、「萩田様、お久しぶりです。三年前はお世話になりました」と頭を下げることができた。

「あ、ああ、うん、久しぶりだね。どうしてこんなところにいるんだい？」

　萩田の方が気まずそうだ。多少の罪悪感はあったらしい。

「現在こちらのホテルに勤務しておりまして。ご縁で緑川様の挙式を担当することになったんです」

「ご、ご縁って……ご縁ねえ」

「萩田様、少々よろしいでしょうか」

　冷や汗を流す萩田に耳打ちをして、観葉植物の陰に連れ出す。

　人気がないのを確認し、松本の行方を知らないか尋ねた。

「何かご存知ありませんか？　どんな情報でも構いません」

「松本さん……」

　萩田はたちまち苦虫を噛み潰したような顔になった。

「僕が知るわけがないだろう。あの女はもう退職したよ」

「えっ」

　半年前に退職したのだという。それも、無断欠勤が続いたすえの解雇だった。

　半年前――ちょうど愛と昇太が初めてＨＯＴＥＬ　ＦＥＲＩＯに来た頃だ。

　恐らく松本はその頃昇太が自分を裏切り、愛と結婚するつもりなのだと知ったのではないか。

　萩田はなおも愚痴る。

「あれから人事に警戒されて、なかなか人が入らなくて、派遣が来てもすぐに辞めて……まったく引っかき回してくれたよ」

　あれほど杏奈ちゃん、杏奈ちゃんともて囃していたのに、手の平の返しようにさすがに閉口した。

　松本が仕事を覚えなかったのは彼女本人だけの責任ではない。

　可愛い、可愛いとチヤホヤして、その必要がないと思わせた萩田や昇太もだ。そして、そんな彼女を制御しきれなかった自分も――。

　二十代半ばを過ぎると女に対する扱いはガラリと変わることが多い。

　可愛いだけでは許されなくなり、代わって仕事内容を評価されるようになる。当然、今までのようにミスを「仕方ないなあ」で許されることもない。

　加えて、自分より若い新入社員がちやほやされるようになる。

　松本はその変化を受け入れられなかったのか。

　失恋し、仕事もろくにできずに追い詰められ――さすがに彼女が哀れになってきた。

（松本さん、だからって昇太なんかで人生を台無しにしちゃ駄目よ）

　まだ人生を取り戻す時間はたっぷりあるはずだった。

　最後に萩野に「情報提供、ありがとうございました」と頭を下げる。

「ああ、うん。役に立ったのならよかったよ。ところで……」

　萩野は乙女のようにモジモジとしていたが、やがて思い切ってと言った風に切り出した。

「うちに戻ってくる気は……」

「ありません」

　一刀両断にされがっくりと肩を落とす。

「……だよね」

　コロコロしたその背を見送りながら、何がなんでも松本を止めなければと決意を新たにした。






　スタッフの緊張感が漂う中披露宴は進行していく。

　新郎新婦のウェルカムスピーチ、主賓二名による祝辞、乾杯、ムービーによる新郎新婦のプロフィール紹介、歓談の時間、ケーキ入刀にファーストバイト――。

　そこで一旦新郎新婦は退場。お色直しをすることになるのだが。ひとまずここまでは順調だった。

　ほっと胸を撫で下ろし、裏口から従業員用廊下へ出て、水を一口飲み溜め息を吐く。

（えっと、この後はテーブルラウンドね。それから余興の招待客の生演奏……）

　進行表を確認し感心する。

　披露宴の豪華さもそうだが、この招待客がまたすごかった。翼も名を知るプロのピアニストで、愛の友人なのだとか。

「ほんと格差婚って感じよね……」

「で、婿入りの場合、謙虚になってよっぽどうまく立ち回らないと、苦労する羽目になるんだよな」

「……!?　連さん!?」

　神出鬼没。いつの間にやら連が背後から進行表を覗き込んでいた。

「もう、驚かさないでくださいよ」

　あははと笑いつつ翼の髪についた埃をそっと取ってくれる。

「悪い、悪い。木佐貫さんから例の殴り込みの話を聞いてさ」

　気になって様子を見に来たのだという。

「新郎新婦は今お色直し？」

「はい、そうです」

　愛は淡いラベンダーカラーのカラードレス、昇太はライトグレーのジャケットに蝶ネクタイになる予定だった。

「そろそろ会場にいらっしゃる頃かと」

「ちょっと俺、様子を見に行ってくるよ」

「じゃあ、私も」

　揃ってバンケットルーム前に向かう。

　愛と昇太が着替えを済ませ、扉近くで付き人とともに待機していた。

　愛はブランドもののカラードレスを見事に着こなしている。可愛さと上品さがあり、ウエストラインとさざ波のように広がる裾が美しい。ブーケもドレスに合わせて紫系でまとめていた。

　昇太もブランドものの衣装なのだが、少々服に着られているように見える。

「緑川様、失礼いたします。まあ、お綺麗ですね。お似合いです」

「ふふっ、ありがとうございます。何度言われても嬉しいです。ねっ、昇太君」

「あ、ああ……」

　昇太は忙しなく辺りを見回している。愛は微笑みを浮かべたままそんな昇太に腕を絡ませた。

「さっきからどうしたの？　そわそわしちゃって」

「い、いや、なんでも……」

　昇太がはっと息を呑んで言葉が途切れる。

　翼がその視線の先を追うと、トイレ付近に髪を振り乱した鬼女を発見し、肝を潰して声を上げた。

「ま、松本さん!?」

　痩せてクマが浮き、目がぎょろぎょろし、すっかり人相が変わっているが、松本に間違いなかった。なんと手には包丁が握り締められている。

「ひ……」

　昇太が愛の腕を振り解き一歩後ずさる。

「逃がさないわよお……」

　松本は小走りで昇太と愛との距離を詰めた。

「く、来るな。来るなぁぁああっっ!!」

　小娘のような悲鳴とともに昇太が逃げ出す。脱兎のごとく、なんと愛を一人置き去りにしてだ。

　この醜態には翼も連もぽかんと口を開けてしまった。

「有り得ないだろ……」

　翼も連に同感だった。

「あっ、おいっ、ここにいたぞーっ！」

　数人の男性の声がしたかと思うと、階段から駆け上がってきた警備員たちが、全員で松本を取り押さえに掛かる。

　だが、松本は信じられないほどの力で無茶苦茶に暴れた。しかも、包丁を振り回すのでそう簡単に近付けない。

「まっ、松本さん、おっ、落ち着いてください。落ち着いて――」

「……」

　翼の声を聞いて松本がふと動きを止める。

　正気に戻ってくれたのか――ほっとした次の瞬間のことだった。

　松本は無言で懐から墨汁の容器を取り出して蓋を開け、置き去りにされた愛に水鉄砲ならぬ墨汁鉄砲を放ったのだ。

「駄目ーーっっ!!」

　無我夢中で愛と松本との間に立ち塞がる。

「きゃっ！」

　顔と髪、胸元に冷たい液体が掛かる。

「翼!!」

　連は翼の名前を呼ぶのと同時に松本にタックルし、倒れたところに覆い被さって取り押さえた。

　警備員たちが連の周囲に群がる。

「確保、確保ーっ！」

「警察に通報！」

　一方、翼は墨汁が目に入り前が見えなくなっていた。

「み、緑川様……緑川様は、ご無事ですか」

「ええ、無事です。ありがとうございます。助けていただいて」

　やっとの思いで目を開ける。

　幸い、愛のドレスは覚悟していたほど汚れていなかった。

　とはいえ、無傷というわけにはいかず、胸元に黒いシミがついている。淡色だけにどうしても目立ってしまう。

「少々お待ちください。ただ今衣装係の者を呼んで――」

「いいえ、必要ありません」

　愛はブーケから淡い紫のバラを一輪引き抜き胸元に挿した。

「これで十分です」

「緑川様……」

「それから」

　両手を拘束されながらも、喚き続ける松本に目を向ける。

「なっ、何よっ！　そんな目で見ないでよおっ！」

「……」

　愛の目はどこまでも冷静だった。

「警察は必要ございません。その方は緑川家に引き渡していただきます」

「で、ですが……」

「当家の不始末は当家で処理いたしますので。……昇太！」

　昇太は情けなくも窓際のソファの後ろに隠れていたが、名前を呼ばれそろそろと顔を出した。

「あ……お、俺……」

　さすがに自分がしでかした事の大きさを認識し、愕然としているらしい。

　愛が再び昇太を呼ぶ。

「ほら、早く来なさい。手間を掛けさせるんじゃないの。テーブルラウンドが始まるわよ」

「……」

　逆らう気力もないのか、のろのろと愛の隣に立つ。

　愛は笑顔で翼を振り返った。

「あと一分で入場でいいですね？」

「は、はい。スタッフがドアを開けますので」

「ありがとう」

　艶やかかつ自信に満ちた微笑みは、まさしく女王のそれだった。

　翼は華奢な背を見送りながら思う。

（将来社長になるのは緑川様のお兄さんでもお姉さんでも、まして昇太でもなくて、緑川様ご本人なんじゃないの……？）






　いくつかのトラブルはあったものの、表面的には披露宴も無事に終了。

　墨汁を引っ被った甲斐があったというものだ。

　翼は速攻でシャワールームで体を洗い、予備の制服に着替え、化粧を済ませ、緑川夫妻のもとに最後の挨拶に出向いた。

「緑川様！」

　二人はチャペル前にあるソファに腰掛けていた。愛も昇太も普段着に着替えを済ませており、翼と連の顔を認めるなり立ち上がる。

「支配人、岡本さん、このたびは本当にお世話になりました。それと、ご迷惑お掛けいたしました」

　初めに声を出して挨拶をするのはやはり愛だった。昇太はまだ後ろめたいのか、身を縮こまらせてひたすら平身低頭である。翼と目を合わせようともしない。

　こんな昇太を見るのは初めてだった。

　連が笑顔で「お気になさらずに」と応じる。

「これが私たちの仕事ですから」

「さすがプロですね」

　愛は微笑んで意味ありげな視線を翼に向けた。

「……？」

　その意図がわからず首を傾げる。

「つば……じゃなくて、岡本さん」

　連に促され慌てて持参の紙袋を愛に手渡した。

「こちら、当ホテルからの記念品です。どうぞお持ち帰りください」

「まあ、シャンプー？」

「ええ、取引先の新商品でして」

「ありがとう。今夜早速使うわ」

　愛が紙袋を受け取る。その際、わずかに体を傾け、翼にそっと耳打ちをした。

「岡本翼さん、色々ありがとう。あなたのおかげで最高の結婚式になったわ」

　一瞬、皮肉なのかと身構えたが、次のセリフで愛の女王のイメージが一層色濃くなった。

「私、知っていたの」

「……っ」

　一体何を知っていたのか。松本と昇太の関係か。それとも自分と昇太の――。

　愛は何も言わない。可愛い顔に微笑みを浮かべている。

「もう二度とおいたをしないよう、きっちり躾けておくから安心して。この男は私の犬だから」

「……」

　強烈な一言だった。

　愛は目を丸くする翼に軽く頭を下げ、昇太に荷物を押し付けると、「ほら、行くわよ」とどついた。

「う、うん」

「うんじゃないでしょう。ほら、もう一度返事してみなさい」

「は、はいぃ……」

　再び昇太の後頭部をどつく。

「ちょっとは賢くならないと捨てるわよ」

「も、申し訳ございません……」

　連は二人の背が消えるまで見送っていたが、やがて「女は怖いなあ」と肩を竦めた。

「違いますよ」

　さすがに愛を女代表にされるのは心外だった。あんな女性はそうそういるはずがない。

「あれは女が怖いんじゃなくて緑川様が強すぎるんですよ」

「確かに。逆にあれくらい情けない男じゃないと無理かもな」

　愛はこの結婚式で昇太を完全に服従させただけではない。女王らしい寛大さも見せ付けた。

　なんと、松本を刑事でも民事でも訴えない。逆に、昇太の結婚詐欺による慰謝料を払うと申し出たのだ。今後の再出発のためにも金は必要だろうと。

　なお、その慰謝料は昇太の給料から天引きされる。つまり、昇太は当分無給生活を送ることになる。

　その間、愛に養われることになるので、今後ますます肩身が狭くなり、頭が上がらなくなるのは確実だった。

「ほんと、色んな夫婦がいますね……」

　似た者夫婦、割れ鍋に綴じ蓋、合縁奇縁、男女の相性を表現する諺ことわざを翼は思いつくまま口にするが、あの二人にはどれも当て嵌まるようにも、当てはまらないようにも見えた。

「まあ、なんだかんだで相性ぴったりなんでしょうね」

「違いない」

　連がくすくす笑う。

「……少しは妬けた？」

「いいえ、全然」

　翼は連を見上げて笑った。

「すとんと腑に落ちて完全に納得しちゃって」

　つまり、完全に過去が過去になったということなのだろう。

「ふうん、そうか」

　何を思ったのか連が腰を屈めて翼の目を覗き込む。

　濃い色の瞳が間近になり、翼の心臓がドキリと鳴った。

「な、なんですか？」

　まさか、こんなところでキスかと慌てる。

　連は翼の耳元に唇を近付けて囁いた。

「なあ、男女の相性を表す諺、もうひとつあるんだけど知ってるか？」

「えっ、なんでしょう？」

　吐息のくすぐったさに身を捩りつつも頭を捻ってみたが、代表的なものはそれ以上思い浮かばない。

「ほら、漢字四文字のあれ」

「う～ん……」

　やはりわからない。

「じゃあ、もう一つヒント。俺と翼の名前」

「私と連さんの……？」

　数秒後、あっと声を上げてしまった。

「……わかった？」

　――比翼連理。

　比翼の鳥とは古代中国の伝説の鳥だ。雌雄それぞれに目がひとつ、翼がひとつしかないため、二羽一体にならなければ空を飛べない。

　そして、連理とはもとは二本あった木の枝が繋がったもの。

　この二語が合体し、転じ、非常に仲のよい夫婦のたとえになった。

「運命を感じたって言っただろ？」

「……」

　照れ臭くなって目を伏せる。

「なんだかプロポーズみたいですね」

　すると連は唇の端に笑みを浮かべた。

「もちろんプロポーズなんだけど？」

「えっ……」

　再び翼の耳に唇を寄せて囁く。

「なあ、今度は俺たちのためにこの式場借りない？」

　翼は目を丸くして間近にある連の切れ長の目を見つめた。

「……」

「返事は？」

「……」

　答えの代わりにキスで返す。

　開け放たれているチャペルの扉が、幸福な未来へ向かう道の始まりに見えた。
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